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（マーラ一生誕125年記念）
（パーンスタイン、マーラーサイクル25周年記念）
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Program 

レナード・バーンスクイン
Leona,d Bnnslein 

「ハリJV」

フルート、弦楽オーケストラ.すT楽器のためのノククーン
"HALIL" 

Noel"""'for Solo Fluに,Stri咽s伽如如 a叫 P.-..:w,ion

力→麟：9カム・ウルソン賽鱗,_ _  
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イスラエル・フィルハーモニー符弦楽団がマエストロ・レナード・パーン

スタインの指Iii'のもとに日本への公演旅行に発つことを聞き、宮んでおりま
l, 

1 .. 1ォーケストラ1.l!むrに旦リ、イスラエルの大使として外国で侵／した活勅
を続けて参＇）ました。日本公演は 3度目になりますが、演奏活動に加えて、

このような占来の伝対此新しい文化の両面で卓越したものをもつお国を訪問

でさることは、 4要な呑味を持っています。

11本国中にひぴき渡るイスラエルク））れが、今回は、イスラエル・フィルハ

モニックの潤和のとれたむ色から発せられることを忘んでいます．

烈首相外務大臣

イツハック・シャミール
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イスラエル・フィルハーモニー管弦楽団

及び指揮者レナード・パーンスタイン氏へ

H 本と米I•/への公淡旅行の開始にあたり、皆様の成功を1/rl,心からの気持

ちをお伝えいたします。

世界の名高い霧台て校れた演奏を行うことにより、皆様は法術家として、

またイスラエル国民として爪吹な役割を果たし、世界各地の人々の問でイス

ラエルの名を店めることに貞献しているのです。

心をこめて

al苔相敦百文化大臣

イツハック・ナヴォン

To The Israel Philharmonic Orchestra 
and its conductor Leonard Bernstein, 

~~Jl: 喜~:§三~~:三〗'.i!?l[
ITZIIAK NAVON 

The Oeputy Prime Minister 
and Minister of Edueatio" and Culture 



今l"iのn本公演にあたリ、イスラエル ・フィルハーモニー管弘楽団とマエ
ストロ ・レナード ・パーンスタインに心からのごあいさつ...お届Iiでさるこ

とに＃ぴと光栄を感じております。

同オーケストラを再びn本に迎える機を得て、私は大変諒らしく存じよ丸

前回(l)J98J年3月の日本公演で fPOは大きな評価＃得てtt.. tlされ、口本(/)
/\染吃~I家の方々にHまれるオーケス I· ラのひとつとしての地f寸を固めまし

た。

!POはイスラエルでは茄も玉吸な文f枷J財弗と守えられており、我国と1司

民のぶりの加となっています。イスラエル国内をはじめ世界の多くのlII々 で

何千回という公演活動を行い、そのたぴに熱U的な歓迎が受けて参＇）よした。

主要オ ケストラのひとつとして.!POはイスラエルからH本の付様への

視苔人使の役割を打って参りました。世界后窃の指揮名のひとりであるマエ

ストロ ・レナード ・パ・ンスタインの指揮のもとに行われる濱奏会が、最Iぶ

レペルのすばらしいものとなることに疑いの余地はありません。凸楽に対す

る受情と埋月子））では定拌のある H本の聴衆の背様が、これよでのn本公演と

同様に、 IPOの今回のコンサ トを楽しんで下さることを顧って止みませ

ん。

!POのH本公演を実現してドさった日本舞台失術伽典会に、心からの感謝

の気行ちを述べさせていただきよすと共に、この公派を通じ、イスラエルと

H本か、国家同上、同民同上の暖かな友惜IC満ちたつながりペ・、より一榊強

めていけるものと研信しております。

駐Bイスラ上ル大伎

アムノン・ベン・ヨハナン

JI.... 
It is my pleasure and privilege to extend warm greetings to the lsracl 
Philharmonic Orchestra and to Maestro Leonard Bernstein upon the江

present concert tour in Japan. 
l am very proud to have the opportunity to welcome the Israel 
Philharmonic Orchestra once again in Japan. The !PO has gained great 

rcspect and acclailn during its last visit here, in March l 983, and has 
established itself as one of the philharmonie orchestras much admired 

by the Japanese music lovers. 
The IPO is regarded in Israel as a most important national cultural 
asset and is a souree of pride to our eountry and people. lt has 
performed thousands concerts in Israel and in "『ymany countries 
in the world, and was received enthusiastically everywhere. 

As one of the leading orchestras, the 11'0 fulfils the role of an 
ambassador of goodwill from lsrnel to the people of」apan. Its 
performance under the baton of Maestro Leonard Bernstein, one of 
the world's most distinguished conductors, will no doubt be a musical 

event of greatest excellence. J hope that the Japanese audience, noted 

for its love and appreciation of music, will enjoy the concerts of the 
!PO, as they had in its previous visits. 

J would like to extend warm thanks to the Japan Performing Arts 
Foundation for making the visit of the 11'0 in Japan pos引hie.I am 

confident that the tour will further strengthen the warm and friendly 
,elations between ou, two peoples and two countncs 

+-恥11>1Cl1[[ t(Cl L-1 
AMNON BEN-YOHANAN 

The Ambassador of Israel 

-へ‘~
財団法人8木舞台芸術捩輿会、同民主荏染協会守の上催によりイスラエ

ル・フィルハーモニー竹弦袋l』の演奏会が、東克をはじめ人阪，名，1,・1せなど

で開催される述ぴになりましたことをお＃ぴ申しあげます。

イスラエル・フィルハーモニー行弦刺・＂は 193研この設寸．当初から「弦のイ

スラエル ・フィル」といわれ、そのつややかで繊細な弦の秤きは窃い評価を

受け、現在では世界のト・ノプ ・クラスをゆくオーケストラであるとお聞さし

ておりiす。

→i坪の来nに続く今回の公演会では、輝Lい足跡を残している巨肛レナ
ード ・バーンスクイン氏の指揮により涼奏されよすが、氏のつくり出す音楽

は聴衆に深い！惑動を'J・えてくれるものと期待しております。

C(l)公演の問催／‘尽力された関係名各位に敬．吝．を表しよすととしに、公演

の御成功と、日本とイスラエル両団の文化交流が一ff,fむ佳されますことをIii

念いたします。

文化庁長官 三iili朱111]

SIIUMON MIURA 
Commissione,・General for Cultural Affairs 

このたび「レナード ・バーンスタイン指揮イスラエル ・フィルハーモニ

符弦楽団」をお迎えするにあたり、 日こ挨拶を中し I・.げまナ．

「イスウエルヴィル心、ヨーロソパのよダヤ系音楽家を結染して、 19:l6

年に創設されたオーケス トラで、第 1回の浪奏会をトスカニーニが指揮し、

栄光の第歩をふみだしました。

今同このオーケストラを中いるのは、今世紀を代表する音楽家のひとり、

レナード ・パーンスタイン氏です。ご承知のとおり、パーンスクイン氏は、

指拌者としてのみならず、作曲家、ピアニスト疇教行家としても輝かしい足

りを残しております。介回の演女会でも氏の作曲した作品か演奏されますの

で、必すや皆様k鼻魅了して〈れるに迫いありません。パーンスタインJI:と「イ

スラエル・フィル」の花接な関係は、 1947年以米とのことでrが、近年の充
実ふりは目ざまし〈、この指揮者とこのオしーケストラならではの豊澗な響さ

キ堪能させてくれるものと期待しておリます。

木ながら、遠来の去術家各位を心より歓迎しますとともに本油奏会の

実現にこ尽})いたださました民i脊楽協会朝U新聞枡をはじめ、関係各伯
に肛く御礼を申し上げます。

財団法人日木塁台芸術振輿会

理狂 坊秀男

HIDEO BOIi 

Chairman, Japan Performing Arts Foundat,on 



ート世紀のヒ吊とも言うべきレナード ・パーンスタイン氏が古くから親密な

咄tにあるイスラエル ・7ィル (IPO)とのコンピを初めてH本の屁衆の
前に披露してくれることになり、 ;・_催者として.:./1程の社ぴはありません。

バーンスタイン氏の音楽活動は指揮者、什曲家 ビアニス トと しても実に

幅広く、我国でもレつ・ ドなどを通じて多くの作品や演奏が紹介されて参り

ました。

まだ「1本にレコードでしか紹介されていない同氏とイスラエル• フィルと

の息の合った演呑こそ、私共の水年の夢が実現したと己えましょう。

又、今回のプログラムにはパーンスタイン氏の自作や最も得店とするマー

ラーの作品を盛り込んだ熱の人った、 1-Y烈床あふれる演奏が期待でさるLの

と確信しております。

妓後に本公演にご協力下さいました関係各位に心から感謝申し r.げます。

財団法人民王音楽協会

代表理涵 姉小路公経

KIMITSUNE ANEKOJI 
President, the Min-On Concert Associallon 

rイスラエル・フィルハーモニー竹弦楽団」は193呼、ユダヤ系ボーランド

人の名パイオリニスト、プロニスラフ・フーペルマンによって811設されまし

た。ナチスに追われ、ヨーロ／パ各1,11こ散って行ったユダヤ糸演奏家たちを

粘果するのがU的でした。第1回浪柊会では、 トスカニーニがタクトを伽り

ました。つややかで繊細な弦の袢さを特徴とし、わが国でも多くの音楽7r

ンに＇弦のイスラエル ・フィル」と親しまれてきています。

今［口［の来nは3度Hで、指揮はアメリカの作曲・,t.、ピアニストとしても品

名なレナード ・パーンスタインです。沿祈は、符楽器の演奏についても高く

評価されるイスラエル ，フィルですが、パーンスタインの指揮によって、一

印規きと屯厚味か溢れ、その淡奏はさっと私たらを魅（して〈れることでし

ょう。

木公演の実現にこ尽）J)頁きよした日本~!台去術振典会に心から敬紅を表す

るとともに、ご協力を賜りました関係各位に厚〈お礼申し r.げます。

朝日新聞社

社長一柳東一郎

TOICHIRO IIITOTSUYANACI 
President, the Asahi Shim bun 

1918り8月25Hマサチ・，ーセ・；ツ州ローレンスに生よれ、ポ

スI・ ンで有った。ヘレン ・ コーツ、ハインリヒ ・ ケ•/'ハードに

ピアノを学んドのち.193団こハーヴァード大学に人学。ティル

マン ・メリ・） I・(J脂合、ウォルター・ピス I・ン（対位法）、エド

ワート ・ヒル（管秒楽法）に師弔した。さらにミ I・ロプーロス

の勧めによりカーティス音楽院にて勉強をつづけ、フリソツ ・

ライナーに学ぶ。 1942年にタングルウ；ドでクーセヴィツキ

のアンスタントとなって研鍬を偵み．喉4紐こにはロ；；ンスキー

の推11'iによって、ニュ コーク・／ィルの澗指押若になった。

この年のII月148、プルーノ ・ワルターの代役で指揮し、劇的

なデピューを飾って注目を浴ぴた。

1945年から481f:まで、ニューヨーク ・シティ交秤楽団の指揮

行となり、 1957年から71年にかけて、ニューヨーク・フィルの

哨少午コンサー I・」 のむ楽監伍、指揮名をつとめた。 195がF

には1.. , オ・ーケストラの音楽監抒に就任したが、アメリカに生ま

れ、アメリカに学んだ斉楽家が、この重要なボストについたの

は初めてだった。その後II年間にわたりこの地位にあり、演奏

にレコーディングにとエネルギッシュな活勅をつづけ、 二1-

コ ク・7ィルの茨令時代を与いた。

196呼、ニムーヨーク・フィルの脊楽監行の地位を辞任し、

「桂冠佃’引者j (J)称号を得て、その後も欧米においてめざまし

い指揮活動よ、展開し、ウィーン・フィルなはじめ各地の音楽朽

に吝演するとともに、ニコ コ クのメトロボリタン、ミラノ

のスカラ座、ウィーンの国立吹劇場などでオベラの指W<・し、
この分野でも晶い評価を得ている。

バ—ンスタインの泊tせは指揮たけにとどまらず、作曲家とし

ては 3つの交神曲、3つのバレエ行糸、2つのオペラ、合唱と

オーケストラのための「チチェスター詩編」、「セレナード」な

ど、さよぺ法の様式のf和1を創作しているはか、 rウェストサイ

ド物語」などのミュージカルの傑作も世に送り出している。さ

らにビアニストとしても高〈評価され、 呂者、教育名として、

祈しい世代の片楽ファンを育てている。パーンスタインはまさ

に時代が牛んだオ人であり、その誰にも真似のでさない幅広い

活躍こそが、バ ンスタインの畠楽の魅力になって、人々の心

を捉えている。

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

L
e
o
n
a
r
d
B
e
r
n
s
te
in
 

●
指
揮



蘭 ィスラエル・フィルハーモニー管弦楽閲

●第 9ヴァイオリン

ハイム・クウプ

（コンサー｝マスター）

ウリ ・ピアンカ

（コンサートマスH
モーシュ・ムルヴャッ

（劃コンサーfマスクー）

9ナヘム・プラアー

（馴コンサートマスタ-)

イズィア・ブラキエール

79ナ・ドルマン
ラファエル ・フレンキエル

0デイカ・イオスプ

ズUヴ4・カプう；；

ラファエル・マルクス

アプラハム ・,,メッド

ロパート ・モーゼス

0ン・ポうット

アンナ・ロス／フスヤー

ッグイ・セガーw
ェヴァ・シュ朽~ウス

モ,vデハイ・ユヴァ,v

バヤ・ユッシょ．

マトウス・ザルマ／ウ・ィ,.,.

●第 2ヴァイオリン

工9ヤクム・ザ”ツマン
ザー,v・シュステ,v

ィッハック・ゲラス

シメオン・アペnヴィッナ
シュラミット・アルカレイ

ヘンリー・ プレンデル

工9,vフ・エデ,.,,クイン

イーガル・フィッシャー

ナ？ーム・フルマ；；

七リク・ゴールデンペルグ

ナク；；・グリーンベルグ

レヴ17・ホフスタイ；；
工,..,,ペス・ク”ップニク
カルマン・レヴ"
ヨラム.,ヴ,_

ウォルフガング・ヴォ＂ク

;¥'楽1,r.ift'ズーピン・メータ

●ヴィオラ

ダニエル ・ベニャミーニ

アリエ・イスラユリ

ミリアム ・ハートマン

マイケル・アペル

アグラハム・ポーンスクイン

アミ7ッド・エルnィ
ガ•ノド・エシュカール

ラフェル ・カ』・

シモン・コベランスキー

アプラハム・レーヴェンクール

ッヴィ・リトウック

ナフーム・ピンクック

アヴィうム・ローゼンプリット

●チェ〇

マイケル・ハラン

マルセル ・ベ,.,グマン

シュラミット・ロレイン

ヨラム・アルペリン

ダヴィッド・パルネア

バウ” ・プラスパーガー

工,.,,ヽナン ・プレグ？ン
＋オミ・エ／フ

バルーフ・グUッス

ジニイコプ・メンツェ

ラファエル・モラダ

アラ・ヤムボルスキー

●コントラバス

テナ・イ・クリング

ピークー・マルク

ツヴィ・ゾ9 ルヽ

ルート ・アミー"

ドーヴ・カッツ

ユリ・マケ•;,

'"工,.,・ニッベルグ
ジェグゲニー ・シャッキィ

ガプリエル ・ヴォール

ドーヴ・ヤーリ

●ハープ

ユディット ・リペル

9ミコ・イ／ウエ

●ピアノ ハープシコート

ルート・メンゼ

●フルート

ウリ・ シa'ヽム

ヨシ<・ アレンヘルム

ベツァレ,..7ヴィラム

ペレツ・ヤロン

セルジオ・フェイドマン

●ピッコロ

ベレツ ・ヤロン

セルジオ・フェイドつン

●オーポエ

エリアウ・トルナー

"イム ・ユヴァル

メリッ,v・グリーンペルグ

ヘ,.マン・オッペンスクイン

●イングリッシュ ・ホルン

メリッル ・グリーンペ ‘^グ

●クラリネット

9チャード・レ七ル

ャアコプ ・バルネ7

エリ ・エバン

イスラエ"・ゾ"ル

●ピッコロ・クラリネット

ヤアコプ・バルネア

エリ・エバン

●バス・クラリネット

イスラエル・ゾハル

●パスーン

そルデハイ・レフトマン

ゼープ・ドルマン

ウォルクー・メロッ

Vスリィ ・ラシンスキー

●コントラ・パスーン

レスリィ・ラシンスキー

IPO開.,ぼ： D. ベニャミーニ（会l<l.E. プレグマン.Y. ミショリ
·J• 作り」,,アヴィ・石シャーニ

f楽..11補IVシャローム・ Uニ一・リクリス

●ホルン

ヤアコプ・ミ""'
メイー"・リモン

ジェフリィ・ラング

アナトーN ・クルップニク

サリー＝マン ・メット

ェズラ・モルホ

ジ,tフ・ラピン
シュロモ・シa"ット

●トランベットヶ,.. , ト・コックス
イラン・アシェッド

ラファエル・グレーセN

ョラム・ Vヴ、1

●トロンポーン

ライ・ パルネス

スチュワート・テイラー

イェホシュア・バ人テ,.ナーク

ツヴィ・オストロフスキー

●パス・トロンポーン

マッテ4ッティアフ・グラプレル

ミハ・デイヴね

●チューパ

サ:ュエル・ハーシュ

●ティンバニー

ギデオン・スクイナー

ァnン・ポール

●パーカッション

アロン・ボー”

ガビ・ヘルシュコヴィッ

ァャル・ラフィア

エイクン・シャビ0

●ライプラリアン

マリリン・スクイナー

●ライプラリアン鯰亭

エリ4・ゲフェン

●ステージ・ マネージャー

ウヅィ・シェルクー

・桟術肋手

ヤアコプ・カ97,ン

淑，，，・;c.,,,ぶ仝： Y. パステル＋ーク（公JU.M. プうアー、じ．エパン、 Y. フィッシャー.E. トル・J--.G. ヴォー"
リヴュー・コミティ；ッヴィ・オストロフスキー． アプラハム・メうメッド

スーバーバイザー：ライ・パ9レ;.ス • インスベケクー：ツヴィ・セガール ● 仝ぶふJ{'P.プラスパーガー
... Ji, •• ハナン・ベン・ヤコプ・スボークスマン：アプ9ハム・マロン
仝叶係：ヤエル・ずグーリ. (-約"'ヴァルダ ・ y•,,,.,

臀 厖-~弧 ← u»uct/~ 
MUSIC DIREC'fOR ZUBIN MEHTA 

First Violins Violas Flutes Horns 
Chaim Taub Daniel Benyamini• Uri Shoham"' Ya'acov Mishori* 
concert mns ter"' Arie Jsraeli拿 Yossi Arnheim*拿 Meir Rimon• O 
Uri Pianka Miriam Hartman• • 

Bezalel Aviram Jeffrey Lang* 
concertmaster拿

Michael Appelman Peretz Yaron 
ASanl11l tol nKn ruMpentih k Moshe Murvitz 

am. ,oneemna,re, 
Avraham Bornstein Sergio J.'eidman 

Ezra y-MA olcho Amihud Elroy 
Menahem Breuer 

Gad Eshkar Piccolo Yossef Rabin 
""・concenm"'e, Rachel Kam Peretz Yaron Shelomo Shohat lzia Brakier 

Shimon Koplanski Sergio Feidman 
Marina Dorman 
Raphael Frankel 

Avraham Levental Trumpets 
Zvi Litwak Obo" Kenneth Cox・Rodica losub 
Nahum Pinchuk Eliahu Thorner"' Ila n Eshe<l * * Zinovi Kaplan 
Avraham Rozenblith Chaim J ouva I** Raphael Markus Raphael Glaser 

Avraham Melamed 
Cellos 

Merrill Green berg Yoram Levy 
Robert Mozes 

Michael llaran• Hermann Openstein 
Ron Porath 

MSharucla,el niBt eLrgomrraanin・" T,ombon., 
Anna Rosnovsky Ellglish Hom Ray Parnes• 
Zvi Segal Merrill Greenberg 

SYteehwoasrt huTa aPyalostre• rnak*• Eva Strauss-Marko Yoram Alperin 
Mordcchai Youval David Barnea Clarinets 

Zvi Ostrowsky Paya Yussim Paul Blassherger Richard Lesser* 
Matos Zalmanovich NElcaohmani aEn nBorceh gman Y aa.k: av Barnea• * 

Bass-Trombone 

Second V1。l1ns Baruch Gross 
Eli Eban Matityahu Grabler 

ELalyzaakr um Zaltsman* Ya'acov Mense 
Israel Zohar Micha Davis 

Shuster• 
ARallpa hYaeal mMpoorlsakg y Piccolo Clarinet Tubo 

Y11zhak Gcras** Yaakov llarnea Shemuel llershko• 
Shuneon Abalovitch 

"'"" 
Eli Eban 

Shula1nit Alkalay 
TPeetdedr y MKalirenkg* * 

Timpani 
Henry Brender Bass Clarinet Gideon Steiner* 
Elim clch Ed elst ei n Zvi Zohar"" Israel Zahar Alon Bor•• 

Y Naigcahl uFm ishFerur man Ruth Amir Bassoons Pe『cu55ion

Celita n GGolrdeeennbbeerrg g 
Dov Katz Mordechai Rechtman" Alon Bor庫

Natha 
M[Ii icMhaaegl eNn itzbtzekrg y 

Zeev Dorman**• Gabi Hershkovich 
Levia Hofstein 

AEiytaal n RSahfiaaph iro Elizabeth Krupnik Ycvgcny VSohle a 
Kalman Levin Gabriel Walter Mcroz 
Yoram Livne Dov Yaari Librarian 
Wolfgang Valk 

HJuad『Pith Liber• 
Marilyn Steiner 

Leslie Lashinsky Asst. Librarian 
• C,=d, Coneダ／・ EH G'1en 
mas,a-Chak Kumiko Inoue St叩eManager 
．．片；ndpal Piano Uzi Seltzer 
"" Asst. Principal 

aRnud tHh aMrpseincshe ord 
Contra Bassoon Technical Asst 

◇ On Sabbatical Leslie Lashinsky Y11akov Kaufman 

11'0 Management : D. Benyamini (Chm'n), E. Bregman, Y. Mlshor, 
General Secretary : Avi Shoshani 

Assistant to lhe Music Director : Shalom Ronly-Ri狂s
Musicians'Council: Y. Pasternak (Chm'n), M. Breuer, E. Eban, Y. Fisher, E. Thorner, G. Vole 

Review Committee : Zvi Ostrowsky, Avraham Melamed 
Supervisor : Ray Parnes ● lnspeclor : Zvi Segal ● Assembly Chm'n: P. Blassberger 

Comptroller : Yochanan Ben-Ja'acov ● Spokesman : Av『ahamMaron 
Treasurer : Yael Zagouri • Subscription Dept. : Varda Zohar 
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1936年2月298、ニュー3ーク・タイムスに次のような紐い

記1'か叔・.,た。

「トスカニーニ、パレスチナの新しいオーケストラヰ指揮~JriJ

氏は10月にテル・アヴィヴで行われるオープニング・コンサー

I・ヘの招さを受けるにあたり、ナチに迫害されたアーチストの

ために関うことは自らに諜せられた義務であると語 1た。この

二ょースは慢れたボ ランド人ヴァイオリニス l・であり、イス

ラエル・ 7 ィルハーモ-"-•ノク ・オーケストラの創設れであるプ

ロニスラフ・フーベルマン氏を通じて報追関係に発表された，

ヨーロ，パの行<f'にある運命、竹Lユダヤ人の将米ヰ感じ

とった7ーペルマンは、中央ヨーロッパ在住の優れた音楽家の

何人かにパレスチナに移住するように呼ぴかけた。当時のバレ

スチナ/;/.An約40))人の国であった。フーペルマンは、中束

り）、当時パレスチナと呼ばれていた地を音楽活動の中心地にし

たいという疫を描いていたのである。 7ーベルマンはパレスチ

ナにj•IJ沿してすぐに、パレスチナ交秤楽団の結成にあたったの

である。

tき柘1瓦名ウィリアム・スタインバーグが選ばれ、つーロソ
パからの亡命者 (~1難者）やもともとの /t'f i渚70名から成るオ

ーケストラのリハーサルを打ううち、トスカニ ニか1,1地にや

って来た。

アルトゥーロ・トスカニーニがバレスチ・トを訪れ， 193が日2

n26日、その名指揮のもとで!POの第 !Joi演奏会が催された。

イスラエル・フィルハーモニックの必生であった。

その後、イエルサレム、ナル ・アヴィヴ、及びハイ7アの主

要都d,て・；妬給会が釉けられ、そして !POは第''"'の国外公演と

してパレスチナを出てエジプトを訪問した。フーペルマンのも

うひとつの夢がJi!見したのである。こうしたfitlヽZ"i初の活動以

釆 !POは、戦争のさ中でも絶えることなく公演活動を税It、国

内lt'J外合わせて年間200lolを超えるコンサートを行っている。

第2次Jll・'/1-)、戦中、交通手段力叩関係のもののみに制限された

時は、地1じの指揮行とソリストでコンサート<・行った。 ,tには
指揮1'；なしてさえ演奏会を間いたことさえあった。新しいオー

ケス I・ ラが,.自らを指揮する＂）乃発揮したのである。

オーケストラの貼史の中では、忘れ得ぬ．予期せぬ出来事が

いくつかがこっている。 1948-'¥-5月15比イスラエル囲家が成

立し、この.. , 史的なII、パレスチナはイスラエルとなったので

ある。 !POは独,,_-;;:言式典に招かれて1且歌を演奏することにな

ったが、式典の会場が狭〈、限られた人数しか会場に入ること

ヵてきなかった。ペン ・グリオンが独寸直言占を泣み上げる中

で、 !PO は別の祁屋で1,1,1~-ハティクヴァ＂を演奏し、さらに多〈

の人々が外の氾料にあふれた。

よた、 1918'1'の独立戟争の間の短い休戦期間に、レナード・

パーンスタインとオーケス I・ ラのメンパは、包問下のイエル

サレムでの"ンサートを f定通りにJrおうと、テル・アヴィプ

から45マイ几の近のりを、危険なピルマ街迫を通り 8時問かけ

てたとり沿いたこともあった。

数n後、再びバーンスタインの指揮で、鮮放されたペエル／

ェパの町で兵上たらのための特別コンサートが比施された。

191昨とはうって変わった粒やかな1959年、ユージン・オー

マンティー指揮、アイサ／ク，スタ・・ンをヴァイオリニストに

迎えて、新しくできたエイラソトの町で!POの野外コンサート

か布われた。

人日戦争の時には、指揮者ズーヒン ・メータ、テノールのリ

チャード・ク・9カー．ダニエル・パレンポイムとチェリストの

ジャクリーン ・デュ・プレらが他のflボをキャンセルしてまで

も!POの淑奏会に参加し、イスラエルの人々との連幣を表明し

た。

!POの客演指揮名やソリストをダ,,記すると、そのまま「音楽

叩坪1.-fk」ができるHどにまでなった. I・スカニーニを迎えて

の第 11><1のコンサート以米、世界の廿名指揮-I':・が!POと共演し

ている。まず．クーセヴィツキー、 ミコンンュ、モントゥー、

バルビローリ、 ミトロプーロスといった伝説的な名前に絞いて、

パーンスタイン、オーマンディ 、ンョルティ、ジょリーニ、

マゼール、パレンポイム、そして当然ながら IPOの音楽監符ズ

ピン ・メータらが学げられる。

ソリストを列挙すると、フーペルマン、ハイフェッツ、ビア

ティゴルスキー、ルーピンシュタイン、スタ ン、ロストロボ

ーヴィッチに加えてイスラエル人であるバールマン｀ズッカー

マン、パレンポイムなどがいる。ピヴァリー・シルズ、パヴァ

ロッティ、レオンタイン・プライスなどのf'i!/Ltc:伏十も IPOの

i沢＃全に乗を添えた。永久客演アー＋ストの巾にはイスラエル

人指揮昔‘／リストが多〈含まれている。

!POはイスラエルの卜.にしっかりと111を張り、努力を粘染し

ている。定期演奏会は、イエルサレム、テル・アヴィプ、ハイ

ファだけでなく、キプツ、国，r．公園、及ぴケサリアの占代ロー
マの円形劇場跡などでも行われている。はとんどの浪奏会に

はイスラエル凶防軍のメンパーが客として招かれている。

正規の宋は只数はllO、うち15名が女性である。改寸当初のこ

ろとは遠い、現在の団；；のはとんどがイスラエル生まれ、また

はイスラエルで音楽教百を受けている。 25名はどがソピエトか

らの移住者で、アメリカ、アルゼンチン、その他の西欧諸国か

らも数名の移住者がいる。

怜初の同際的公演旅行は1951年のアハ）力合衆国公演で、そ

の後もヨーロソバ、南北アメリカ｀オーストラリア、日本、イ

ンドなどの公演が続いている。鉄のカーテンの向こう fllJのl•ltこ

けが木踪の地になっている。 1966年にはソピ上卜公涼がT，定さ

れていたが、間際になって＇モスクワのホテル設備イく足のため」

中止となった。

ザルップルグ、ルツェルン、エディンパラ、ペルリン、その

他の音楽祭からの招さや、その他IPOがよく訪れる都市から、

毎年の定期会は数は約35.000名。イスラエルの300万という 各ン ズン常に招待の要請が続いている。

人Uを超える人nを持つ世昇の大都市と比べても、人変に向い イスラエル・フィルは自上管理団体で、千りの60%は人場券

近と言え-る.1981年の夏、メータとバールマンが顔を合わせ 売り上げでまかない、欠！月の部についてはイスラエル政府、

た、テル・アヴィプのハヤルコン公演でのコンサートには20万 アメリカ＝イスラエル文化財団やその他の民問窃附の援肋を受

人の聴衆力廿さまった。また、打少年培の音楽鑑廿教育のために けている。

毎年脊楽会ンリーズを行うというユニ・クな活動も行っている。 イスラエルの著名人から成るパプリック ・ポード（公共埋中

オーケストラは、フレデリ ック ・H・マン記念講堂を本拠と 会）が骰の利益を代表し、またオーケストラ団貝は、オーケ

している。これは1957年に成立された3.000席の、音苓効果のす ストラの諸問題を扱う経営委貝会やその他の役貝をfllJ:lの中か

ばらしいホールで、その建設尿命釘•出査した F·R ・マンにち ら選出することができる。

なんで名をつけられたものである． 最近、イスラエル・フィルハーモニック ・ファウンデーンコ

1969年にズーピン・ノータが脊楽顧問となり、 10年後には ンという新しい財団が設寸．された。アパ ・エパンを長とするこ

IPOとニューヨーク ・フィルハーモニ／クの音楽監怪に就任し の財団は、オーケストラがIJJ際的な高水準を保つのを助けるこ

た． とを目的としている。
フーベルマンとトスカニーニ、'""

Ii 



墨匹包I'~
●フルート独賽('ハリル」）

名匠ランサム・ウイルソンを二上ーヨーク・タイムズは＂現

代の、いや、すべての時代の蚊尚のフルート奏者の・人＂と評

した。北カロライナ岩術学院とジュリアード音楽学院をへて｀

7ルプライ t留学生としてフランスのンャンビエール・ランバ

ルに師屯

フ1レートの独杖名としてアメリカ合衆国で数々のコンサー I・

出演をした。 1984年秋にはアジア、イタリーでも演奏した。サ

ンフランシスコ ・オーケストラやレナ・→ ド・パーンスタインの

イスラエル ・フィルはか欧米の一流完/Aj楽門などに定期的に客

演している。麟ではリンカーン・センターでの｀モストリー・

モーツアルト ・フェスティパル”に客演した。

肝盛な演枯活動やレコード緑音り）はかに、指搾者としてのオ

能も店（評価されている。 1981年にはプロの室内楽団であるソ

リスティ ・ニューコークを設立し、ニューコークで定期公i貪す

るだけでなく仝木のツアー公演もしている。指揮むとしてはロ

サンゼルス字内楽団、ジャクソンヴィル ・シノフォニ、、チC

ンパー・オーケストラ・ ノースウエストを指揮して評fljになっ

た。オクラ、トマのパートルスヴィル・ モーツアル｝国際フ 9 ス

ティパ／”芸術監臼、コネチカ，け1-1ギルフィ ドのチェスト

ナ・／ト・ヒル ・コンサートの呂楽監径でもある。

彼の独奏mうよび指揮者としての）J呈はグラミー廿候補にな
るはどの定許を得ている。

彼はよた編曲にも才能を見せ、現在もオクスフォード人学出

版局の企画にとり組んでいる。現代アメリカ守楽にも造詣が深

（、スティープ・ライクやキース・ジャレット'.t・が彼のために

作品をむいている。つい記圧ではフルートと室内楽門のための

新しい協奏曲の作曲にかかっている。

1969年から IPOのコンサ トマスターであるハイム・タウ

プは1959年に入団した。出身地はテル・アヴィプ。ここでオル

ドエン・パルトスに師平、その後合衆同ではガフミアンに師乍

した。旧年前よではビ9ツバ グ・シンフォー一のソリストで

あった。

イスラエル中のオーケストラはもちろんのこと、多〈の海外

公演にソリストとして客油している。テル・アヴィブ弦楽四碩

奏団の削吃メンパ 。

1975年に入団。 ]980りより第2ヴァイオリンの関IJ,"i/印奏者と

なる。

19H牛ヴィルナに生まれ、ヴィルナ音未学院で学ぴ、ヴィル

J-・フィルのソリストであった。 1974年イスラエルに移住.!PO 

のソリストになった。

一
コンりート・マスター）

●第1ヴァイオリン

196呼よりコンサートマスターをつとめる。 IPUには1959

年入団。イスラエル出身。イスラエルで音楽を学んだ後、ニュ

ーヨークに液り、ガラミアンとドロシー・デレイに帥＃した。

ジュリアーり濠1l とペルギ• のエリザベート',ンクールで

暉している。アノリカのプランディス大学で教えた↓ともあ

る。

イスラエルの十なオーケストラI:!勿論、海外の演奏会にもソ

リ人卜として出演している。ユバールトリオの創立メンパーで

もある。

197がじ入団 1981年に第2ヴァイオリンの副首席奏者とな

る．出身地の1レーマニアではモスクワのヤンケルピ・ノチ教授に

師も。モスクワ立内歌劇揚のコンサートマスターをつとめた。

1975']'にイスラエルに移住、テル・アヴィプ・ルピン音楽院

でアンドレピスキ 教授に師tした。
テルヴ'•'fィプ四笙奏』のメンパー。 !PO はじめ多くのイス

ラエルのオーケストラでソリストとして活ばしている。

首
席
奏
者
た
ち



●ヴィオラ 一~, ご-、夏.._ I ●ヴィオラ

1950り入団、 196か乍よ り臼席ヴィオラ奏行と竹理委貝兵を兼 1944年に入団、 1956年からr,1名ヴィオラ奏名。イスラエルで

任する。テル・アヴィプ出身、イスラエルで凸楽教村を受けた。 はポロショ 7、スタイク・,1ソツ、プランパーク、ペルグマン、

1977年から 1年間パリ管弦楽団の首席ヴィオラ＃苔であった。 合衆同ではプリムローズに!iii出した。モンテカルロ、パレルモ

ソリス トとして、この来IJJそして !POとともに多くの仕脊にた のテア I-ロ・マノンモ、ロ マのサンタ・ナ9 チリアはかフラ

ずさわってさた。イスラエルT,祖奏1-11の創立メンパー。 ンコ ・フェラーラのオーケストラなど数多くのオーケストラで

ソリストとして活耀してきた。 !POだけでなくイスラエルグ）一

流来団にも客浪し、演奏会や字内楽団のリサイタルなどでL活

兌な演柊活動を絞けている。

首席チェロ奏者。 1976'1'入団。エルサレムに生まれ地元の自 首席チェロ奏者。 1978年入団。ソ連に生まれ、レニングラ

楽学院卒業後はパリでナヴァラに師中、アメリカ合衆国でロー ド守米学院をが業、同学院で教えた。 1978年にイスラエルに移

ズとグリーンハウスに師市した。 !POはもとより、イスラエル 住、 IPOはかイスラエ！図消牡1に出iol。イスラエル・ピアノ・

の内外で));く活i~、数々の国祭的な廿を猥得している。指拌に I・ リオのメンパーでもある。

当たることもあり、完内楽シリーズの制作 ・面染もこなしてい

る。

一●コントラパス1970打入団、 1979¥に廿府パ人ーン奏者に昇格。テル・アヴ

ィプ出身、イスラエルで音楽教脊を受けた。 !POの一員として

ズ ピン ・メータの F、ソリストとして活躍、室内楽団やンャ

ズのグ1レ・プとの共演もさかんに行・っている。

一‘●ヽヽープ

ュアィ・9 ト・リペルは 11'0をはじめ多くのイスラ.-.:ルのオ ケス

トフでハープのソリストとして泊躍している。 1983年にはニューコ

ーク ・フィルの仝朱縦111rツア に吝演している．

アノリカ合来同出身、イスラエルには1963'tに移住同年 IPOの

紺）めで1司団に首席ハ プな名として人間した．合衆国ではオパ•ーリ

ン音楽学はとイリノイ大学、 オース I・リアではザルップルグ ・モー

ツァルティウムで芋ぴ、 Iv-マー ・ルイス、アリス・シャリファー、

カルロス・ナルセド等の名寮者の指打をうげた。

リサイタルや室内楽団、レコード鉢音なども活発に行っている。

イスフエル・ハープ協会の副会長で、イスラエル国渫ハープ・コン

テストでは審合日をつとめている。ルピン音楽院とテルマ ・イェー

リン芸術高校で後雀の指コi!llごりたっている。

~ tt 
197昨人団、 197がI"・に首席パス・・ン奏行になる。米国出身、

トム・モナハンとフランコ ・ベトラッキに師事した。イスラエ

ルには1976年に移住，フィルハーモニ Iクl;;亜奏凶と＂不思滋

な楽器の歌＂ （ペース、チュ・—パ、ビアノ）のメンパーであり、

イスラエル ・ピアノle重癸団のゲス I・でもある。

一●フルート!POが iiiフルー ト奏せてあるウリ ・ンJハムは1951年からこのメンパーである。 1931年、ペンジャミンに生よれ、アル・アヴィプ

とュルサレムの古米尻で音楽教材を受けた。

ユリ， テプリッツにフルーI・を'tぴ、後にバリでジ 9ン・ピエ
ル・ランパルと、そしてスイスではアンドレ ・ン」ーネソ l・Iこ学ん

だ。 17れの吋、ランオ筍四叫j(コル・イスラエル）のフルートの

淳 ・人名になった。 彼は、 11'0、エルサレム交特来団にソリス トと

して出演した。よた イスラエル ・木行五面俎りはかい〈つかの字内

合奏団のメンパーでもある。

1981年、 パチカンの作曲‘ぷにより指料されたパーンスタインの

「ハリル」では、ソリス I・であっに。ウリ ・シコハムはテル・アヴ

ィプのルピン音楽佐の教師でしある。



●オーホエ ●クラリネット
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●ホルン

K年 IPO(J)ij席ォーポエ奏者として活躍、 IPOはもちるん 196研こ入団、 19684に竹／印クラリネット；；；行になった。合来

イスラエル放送楽団でソリストとして演考を統けてきている。 同ワシントン D.C.出身、ロサンゼルスでカルマン・プロックと

イスラエル木ぜJi,[(共団のノンパでもあり、イタリアのス ミッチェル ・ルリーに帥中、フィラデルフィアの卒梁校である

ボレトて開催された有名な 「二世界のフェスティパル」に出演 カーチス音楽‘学院ではアントニー ・ジりオッティに1.rti'I-した。

して、イスラエ1叶乍曲家オエドエン ・パルトスの木管Ti重会を 四年連紐豆のマールポロ音楽フェスティパルのメンパーをつと

演奏した。 め、この介名なフェスティパルに関連した LP 録~-に加わ っ て

加えてイスラエル放送局のために多〈のi平内音楽番組もHtr いる。イスフエルに木る前はイーゴル ・ストラヴィンスキーの

してきている。テル ・アヴィプのルヒン秤楽院の教師でもある。 指揮するコロンピア ・シンフォニー ・オーケストラの庫クラ

出功はドイツでイスラエルとアメリカ合衆国で昔楽を学んだ。 リネ ・ノ ト奏むであった。ナル ・アヴィプのルピン音楽院の教帥

1946年よでイスラエル放込交押楽団のノンパーで、その後 !PO もつとめ、イスラエル木管五五奏出の•貝でもある。

に入団。

アヴィプのルピン脊楽院はじめ世界各地のマスター ・クラスを

教えている。

1946'rより!POの竹席パスーン奏行をつとめ、ソリス トと 首席ホルン奏者であると同時に!POの役貝でしある。テル9

してイスラエル内外て菰奏してきた。スボレI・、マールポロ、 アヴィプ出身、同地とオランダて＃：んだ。ソ リストとして吉少

カサルス、バンフなどのフェスティパルでもソ リストとして出 年オーケストラ、ザハール ・オーケス トラ、ラジオ交響楽団な

演。イスラエル木管五豆奏団とイスラエル：フィルハーモニッ どをへて !POには1965年入同した。オランダ留学q,(1962)は

ク木管アンサンプルの創始者であり音楽岳督である。モントリ コンセルトヘ、ドウのゲスト奏行であった。 !POの国内、国外の

ォールの ＂グループ ・コンチェルタンテ＂ の音楽監督でもある。 活勅にソリス トとして参加のかたわら、フィルハーモニック金

水管楽器の編曲家そして指揮名ーとして囚際的な定評がある。 管五笙癸団と「ハトール・イム」 I・リオのメンパーでもある。

インディアナ大学の教壇に立ったこ ともあるが、 現在はテル・ 音楽に関する随箋や評論も国の内外でさかんに行っている。

，，イール・リモンは、 11'07レンチホーンの"'is席奏名であり、
ズーピン ・メータ、ポール・パレー、ダニエル・パレンポエムなど

の指揮による IPOり）ソリストの出演もしている。よた、 彼はイスラ

エルを訪れるコ・ーロ ッパ、ア9リカなどのオーケス トラにもソリス

トとして出演している。彼はイスラ.Tル木管クインテソトのメンパ

ーでもあり．また、＇・フィルハ・モニ yク・アンサンプルのコーティネ・

クーでもある。国内ホルン協会て救ぇ演奏しているか、 1981年叫全
長にも速ばれた, 1981年イスラエ10'1-務省の後I~でアフリカ旅行を

行った．

メイール・リモンは19164'ビル・/で1-.まれ、 1957年イスラュルに
定住しI:。彼はガドナ ，オ・ーケストラ、イスラ.'LIレ・ラジオ ・オ

ケストラ、ホルン至内ォーケストうで仕,,,たしたあとアメリカ ・イ

スラエル文化枯合の投助で留学した。 197峠打：イスフエルに戻り
IPOに加iいた。

一● トランベ.,,1955年合衆国に生まれる。クリープランド ・オ ケス トラの

パーナーI'ジアベルスタインに帥平、インディア十K学の在楽

科を197秤 に今4告した。 1980年にはイエルサレム父雫楽団の凶”

席トランペノト奏者になり、 1984年には !POの竹靡 トランベ

，卜奏むになった。室内楽の方面でも楼極的でイスラエ／区乃多

くの楽団に吝演している。

-ュージャージー出身、1982年にジュ リアー ド音楽学院を卒

北、ニュー3 ク・フィルの海外演券旅行に加わり各地をまわ

るとと もにニコージャージーーのアヴェ リー・ フ1., シャー・ホ

ールでL演存した。メトロポリタン ・オベラ、スポレ トやウォ

ータール--の7ェスティパルでも演呑している。現在 !POの副

首席ホルン奏者としての仕ボの他に、 ABCテレピやニューヨ

ークのフリーの演奏活動に、Itしい。

一．盲庸トロ涼ーン 、!POのトロンポーン1i席共者であるフィ ・バルネスも、ソリス 1ヽ
として，凩奏する。

彼はアメリカ ・ケンタ キーの.,.. まれて．ルイスピル人学の古奈

渫程を卒染し、 1953年に高名なタングルウッドセミナーに出席して
いる、9

その後2年をおいてアノリカヘ灰り、ルイスヒルと後にはピJ ツ
パーグ・オーケストラでトロンポーンh席奏者として参加した。
l9祁年イスラエルに戻り｀それ以後 !POと共I→活動している。彼は

また、他のイスラエ9切 オ ケストうにソリストとして参nnし、現
/1イスフリル・フィルハーモニ ク・プウスクインテッI・とハトー
9レ.イムトリオの向)jOJIンパーでもある。

パルネスはまた、テル 'アヴイプのルヒンfば$l,・(1丸ぇてぃふ



1983年5月より IPOの扁,ir,席トロンポーン奏者である。 loJ
111以加の彼I.Iモン I・リオール・ンン 71ニ (1975---1983) と

ニコージャ・ージー・シンフォニー (1971-1975)に在藉してい

た。はかにニコ コ ク・フィル．メ｝ロボリタン・オペラ、

二ょーヨーク• シティ・オベラ、そして数多くの完内楽団で演

葵してきた。

1981年よりテル ・アヴィプ大、ルピン秤楽院で教えている

が、 1978年から 5年間トロントのマ・Jキル大学でも教職に仕っ

le。

首席ティンバニー奏者。 193呼イスラエルに生まれる。パー

カシ→ ンとティンバニーをイスラエル、 3-0ッパ、アメリカ

に学ぶ。 1960'!'に !POに入団し．数多くの現代と楽の世界初涼

で液奏してきた。彼のために迄られた曲もいくつかある。ルピ

ン什楽院の教疫に立ったこともある、9

一首席チコ ・バ奏者。イスラエル出身．アメリカン・イスフエ
ル文化甚金の奨学生として合衆国で学び、有名なチュ・→パ奏者

ロジャ・ ・ポポに師小した。

ヘルンュコは197が自こ IPOに人団、同団での活動に加えて、

フィルハーモニノク・プラス・ クインテ・ノトや彼自身が創立/

ンパ--である可咆汲な楽器の歌＂楽団で （コントラパス、チ

てーパ、ピアノ ） も演奏 している。+~ -パやピアノのリサイ

クルには頻繁に出演している。

一●バーカション1952年イスラエルに牛よれ、パーカシィンをイスラエルとア

メリカで学ぶ。 197ll'tに入団。パーカンョン ・セクンョンの杵

席とティンパニー ・セクションの副首席をつとめる。ルピン音

楽のバーカション部の-Jc任教授でもある。

P『ogram ~ ―|  

■グスタフ・マーラ-(1860-1911) 
交響曲第9番二長調

マーラーは "1900年＂という魔術的 IJ付変更線をまたいて益

ぇ炉丸1人というイメー；；ら喚起する。心臓に由結するた比は

確固としてあの門かな愛すぺさ 191H:紀を跨みしめ、仁足は幾分

ふらつきながらも20世紀の確かな）L場を求めているJ とはL

パーンスタインの話った言充である。極めて、在味深長な名百で

ある。確かにここにはパーンスタインのマーラー評価がある。

l罪紀に出さを沼〈のは今「1の常灌(Jり解釈であるが、 20世紀に

踏み込んた{,脚がふらついているのか、既にしっかりと踪みし

めているのか、判断は個々の価値設や観点の相迫により沢なっ

て〈るたろう。また、いわゆる "20世紀音楽＂の開化期をどの

叫れにとるかによっては.1911年に1廿1,f.ったマーラーをどの

仰H で "2J)f!r紀音楽＂の中で扱いうるかという、B地悪い疑問

を堪する人がいないとは限らない。しかし、この問題は個竹に

関わる問題である。例えばマ ーラーより 1紐涅く生まれ、今世

紀半ばiで活9祉したフフマニノフ 1873-1943)は完令に19世

紀タイプの打朱家であったし、 一）il•I柑代のシ L ーンヘルク

1874-19SI)は言うまでもなく午世紀の最も亜笈な音楽家で

ある。即醤な比較例であるが、作曲‘求がどの時代に牛まれ、い

つi甜収したかということより、その個性、合意識の向から見

た場合にパ ンスタインの語った 「両世紀をまたぐピ人」とい

ぅ口染は卓見と ,JI,ざるを得ない。

マーラ ・の存楽には親しみやすく美しい旋律が少な〈ない。

が、一方で過剌な感也性ややりきれない絶望惑に西ちた瞬間が

あるのも紐である。そうした的所は如何に演奏解釈を究めよ

うと、さらに絶望感が深まるだけである。しかしパーンスタイ

ンは召う。「全曲が終った瞬間に我々は浄化される。疲労困憩せ

ず、また浄化されることなく ＜交秤1ll1第9番＞を稔き終えると

いうことは、少な〈とも感受性をもつ人ならあり得ない＇と。

マーラーが「第9番」という番号をかなり、な溢していt・こと

は衆知のとか）である。ペートーヴェンの欣後の交秤曲となっ

た数であり、またもっと身近に知っていたプルソクナーが未完

のまま死の数9が問Hりまで苫き紐けていたのが「第9番」であっ

た。 1磁 人の兄弟の大半を幼児期に失ない、すぐ下の弟は盲月

と心臓病て13袋の時に死音楽家を志LI汎,,の必は22改でし゚ ス
トル自殺をするというように身内の死をHのあたりにしてさた

のである。そして、ついに愛娘マリーア・アンナを 1907年7月

5~Iこ病死させているのである。かねてから H分の使頃もすぐ

れず、しばしば保行通いをしていた彼であったが、浴焚してい

た5;あの娘<-1'..(した数日後、彼H身がじ撮発作で倒れ、医師

の診断により「先天性、両/WI/竹代佗性心巖弁膜祉」の立告を受

けたのであ.,た。が1期から人のタヒを身近に見続けてさた彼は、

モ—ツァルトのように死を人生の紐目的とか最良の友と考え

ることはできなかった。死に対する恐怖は納的なまで強められ

ていったのである。そうした彼であるからこそ、 「第9番II」の グス;7,,_,_'""年9ップルグ9・て）

交評曲を古くことは人牛との告$1/を意味するような強迫観念に

とらわれたのであった。その粘氾 「第8番<T人の交堺曲＞，

の次1すCL成させた くて人の独唱者をff・）人符弦楽のための交臀

曲）を爵号のつかない「人地の成としてft立てleのであった。

粘米的には「第9番」の番号を採用してこの作品を内〈こと

になるのだがその的に位か現世とのよ別を全く与えなかった

とは ci• えない。む LI>先火的な心撮病のあることを既に加った

骰てあるから、現JU.への諦骰を少なからず感じていたと与える

はうが自然かも知れない。中尖嘩9」を元成させ、IO番目の交

郭曲を占き始めてその完成を待たずに彼は世を去ったのであ，た。

永年務めたウィーン＇白廷歌劇均指揮者を辞任し多くの人々に

情Lまれながら彼は1907年12月9日にウィーンを去ったので

ある。 19偲年 I/j l nには斗くも新しい活耽の地となるアメリ
カでメトロポリタン歌船l場の指揮台に立ちヴァーグナ の楽劇

トリスタンとイゾルデ」を上演している。演奏活動の中心は

ニコ ヨークに移ったとは言え、大内洋をMl良も行復し、コ

ロソパでの演奏と月1/f乍も粒けている。 1908'「の夏には「人地の

歌が完成されている。 190四苺シーズンでメトロポリタンと

の契約が切れ、夏にはアムステルダムでの淑奏会を開いたのち

ドロミーテン山地のアルト・ノコルダーパッハて、 第9」に沿

手し 一気に台き絞けている。この作曲が充実していたことは、

作曲中の8月下旬にしばLここを訪づれtcR.シュ I・ラウスに

宛てた9月末の手紙にも窺える。 10月に戻ったニューヨークで



l'i'内交秤曲J (190が~)の占法を感じさせ、後のベルクやヴェ

ーペルンの作品の構成を先取りするとし評されるこの楽屯1よ．

454-'fヽ 節からなる。

第2楽立 気＇染なレンドラ、のテンポで、やや武什 IC、そし

て非常にた〈まし〈 （ドイツ諮＆記），、長講 ¾Juf。前楽章

の内容と芥しい」ントラストをなすこの楽阜はマーラーの親し

みやすい音楽を稔かせる。レンドラ の形をとったスケルツィ

未．程とdえよう。しかし、マーラーのレンドラーは単純朴訥な

プル，クナーのそれとは沢なり、.:.:ても独自な巧妙なテン、R

ト．の構成がと られている。ややテンポを卜．げるホ長遇部 （第11

マーフ心カリカ和ア テンボ）はワルツの趣<・ もつ。このあと'illテンボ、 '!Illテン

はば完成させている。プルーノ ・ヴァルダとの目氏のやりと ポの部分が統き、第111テンポではよりゆっくりとしたレンドラ

りから、冬のうちにスコアを敢終的に仕上げる F定であったこ ーに反される。さらに何度もテンポを食えてい(621小節のス

とカ・わかるが、結局スコアか仕上がったのは1910年4月Jni/i ケルツォを構成してゆく。

＂りであったことがヴァルターヘの f紙で報告されている。 第3楽章 ロンド ・プルレスケ アレグロ ・アノサイ、極め

初演は遅れて、生前にマーラーは自作を聴〈ことはでさなか て反抗的に（ドイツ語た記）イ短湖 ',la r。
った。初演の指揮者は既にマーラーの死後「大地の砥 をミュ 激しい情熱に満ちたこの楽汽は極めて多くの楽息が見下なボ

ン I.: ェンで初涼 (1911年 11月 2o n J していたプル—ノ ・ヴァル リフォニーの中に撒り込よれて現われる。構成や索材面で彼の

ターにより、 1912年 6 月 26~にウィーンで行なわれた。 ＇第lJ'第3」’第5」交禅曲からの引1「Iなどを拓摘することも

這された母後の父窃間となったこの作品でマーラーは再ぴ でさるがそれにしても多くの楽想は彼か生i庄をふり返ってい

4楽料合成に屯ら戻り、よた芦楽を排して（ム統的な交袢曲の形 るような印泉を受ける。タイトルの「プルレスケ」は「道（ヒ芝

式を採用している。技法 ・語法の問題を棚上げにして慨観する 居」を必味ナるものであり、マーラーが自己の牛洞をカリカチ

ならば｀究 l楽'i':l.lソナタ形式、第2余如よスケルツォ、第3 .1アライズしたものと舌えよう。 667小節。

楽はロンドそして第4楽卒はアダージコで独自の変突形式を 第 4 楽章 アダージ•, 変二長湖・、拍子。「人地の歌」の最

用いている。来章配列の卜から見れば、第 l楽序がアンダンテ・ 終楽章（告別）と密桜な•関連をもっていた第 1 楽阜に対し、こ

コン ・モー I・であり ．綬一急ー急一綬のシンメトリーを成して の終楽・f,!'は完令に「現批との訣月IJJ<・思わせる。箱,,;,;,;,:下降

いる。 動機から発展した土題の木尾には「十供の夕じの歌（亡さ fを偲、

第1楽室 アンダンテ ・コン・モート ニ長調 • ，拍十。チ ぶ歌）」第4曲の仕ムはふと、思うのだ、了4したちはちょっと出掛

ェロが、次いでホルンが低古域に静かに屈音を＃すると、しっ けただけなのたと）からの引用が用いられている。

かりとした足どりでハープが後の展開で点咬な役割を果たす音 透徹した判をもつ弦楽合呑を土体にして、和声法と対位法技

形（短3度と長2I文進行）を示す。これをホルンがもうひとつ 法を見•J>に恐合させた美しい咽の中で目頭11小節で早示され

の登要の呂形（完全4度と完令5度）で引さ紐いで始まる。 ド た主題が12回にわたり独自の性格をもって変奏されてゆく。マ

降する長21鉛肋機は楽卒全体T・支配する穀も笙要な索材で、遠 ーラーの仝作品中における品大の傑什とされるこのアダージコ

くベートーヴェンのく古別ソナタ>(Op.Bia)のモ 9 トーを意 で曲は閉じられる。「息が絶えるように」とされた変二艮凋士和

6哉ク）底に潜在させている。友人ンェーンペルクの庶閤砧代の「第 音が/>/JI)のフェルマータで消え入るのは第185'1ヽ節。

Program 
解説／平野昭 I 

■レナード・パーンスタイン (1918年8月25日生れ） 生への強い願望失術と愛の慰め、そして平和への希芋といっ

「ハリル」ソロ・フルート、弦楽アンサンプル、打楽器のため たものを内包するものとして惑じているj と述べている。

のノクターン 1均始部の12音ダIfから全音陪的な蚊後のカデンツアに至るまで

ノクターン的イメージでの葛藤が接税的に展開されてゆ〈。そ

平和上茂むパーンスタイ ンのこのと.:ろの反核 ・反戦をスロ の込藤は「叶ってほしい夢、悪夢｀急速．眠むられぬ伎、 1kの

ガンにした活動は、ついひとJIはど前に＇広島平和 7ンサー 恐怖、そしてIEと以了の兄弟のように隣り合わせの眠りそのも

I・」で象徴的に示されたとおりであるか、こうした彼の娑勢は の」を抽いて,)>くのである。

いまに始まったわけではない。それは彼の多くの宗牧的作品な 最後にパーンスタインは言う、「私はヤディン・タネンパウム

いし信仰の危機をあつかった作品に早〈から税われたものであ に会ったことはない。しかし、私は彼の魂を知っている」と。

る。 作品は「ヤディンとその倒れる1叫J/l/lの魂に」献兒されている。

ヘプライ語でフルートを、む妹する「ハリルHALIL」をタイト <HALii.i< R令ぷ吋,・,,,,,レ」とm記LていらがffAi, 遁賞の「，、aよりし強兌音1る9

ルとしてもつこの作品も、 -nuを希求しなむ楽てある。完成さ
れたのは1981年で、その年の5月23nにイエルサレムで演袋さ ■レナード・パーンスタイン
IL. 4 II後の5月zrnにはテル ・アヴィヴのフレナリ／ク・マ 「ウエストサイド物語」より 「シンフォニック ・ダンス」

ン・ホールで公開の世界初演がなされている。作曲者自身の指

渾でP・ランバルを独奏名に招いてイスラエル ・7ィルによる 什曲家パーンスタイン像が今Hなお明確に打ち、，cてられてい
切演であった。ア，，リカでも同年7月4nにタングルウッドで るとは日い難い。指揮む、ビアニス l・、啓蒙家といった多彩な

作曲者の指坪によるポストン交呵>J/:lJ1により演奏されている。 油勅が作曲求としての彼の姿を応してしまっているとし百える。

1紛はどのこの作品は必くして死んたひとりの芸附家の息 193呼の喝袖148番）を作曲家としての公式な第1作と見るな

いでのために内かれたものである。その芸術求とは非常に才能 らば、彼の創作は今年でちょうと半fU:紀問に及ぶことになる。

に恵まれたイスラエルの7ルーティスト．ヤティン ・タネンパ 3つの父冥曲（第1番 ＜エレミア） 194がF、第2番 <Hi切時

ウムであった。ヤディンは197紐、 1団のときにンナイの戦1:11 代） 1949'l'、第3番くカディンュ） 1963年）が、いわゆるクラ

に従・,,几て、戦車の巾で命を奪われたのであった。平和のため 、ノン、ク ・7ァンには良く知られた代た作であることに相違は

に若い命をささげたヤティンの運命r感銘してパーンスタイン ないが｀これまでに公にされた約80rthにiをする彼の作品の今貌

は冷をとったのである。 をこれだけで評1曲するわけにはゆかない。そうした中で、彼が

バ—ンスタインの管弘楽曲は規校の人小に拘らず、どの什品 アメリカの否、世界のミムーノカル史の流れを 一•新させる画期

においても彼の思考テーマに合った大現形態を生み出している。 的作品を生み出してきたことは既に認められたことである。

そのテーマは作品の出発点に過ぎないのであって、純枠にむ楽 （オン ・ザ ・クウン） 1944年、＜ワンダ7ル ・タウン） 1952 

的な観点から什品は坪解されねばならないが、そのテーマが什 年、（キャンディーード (:Jミソク・オベレッタ）） 195がF、くウェ

品の構成自体に力を及ばしていることも確かである。＇ハリ！レ I ス｝サイド物語） 1957年の4つの1ヤ品が今世紀.,,り）ミュージカ

に寄せたパーンスタイン自身のa菜を祀しておこう。 ル史に果した“・献の大きさには測りしれないものがある。確か

「（ハリル）は形式的には私がこれまで，'}いてきたどの作品と に彼は、くミサ） 1972年、くペンシルヴァニア街1600番地〉1976

も似ていない。しかし、その我性的な｝）と非潤性的な力との間 年の2作を加えても既作ミュージカルは仝6作という.:とで、

の闘争という点においては私の音楽の名〈と共通したものをも 作品数からすれば多作家のR. ロジャーースやc.ボーター等に
っている。この曲の沿合、私はその闘争を戦争及ひ嗽争の恐怖、 及ばない。しかし、 1960年代に入ってからのJ.ポyクのく吊
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根の上のヴァイオリン;;;.さ）、 M. リーのくラ ・マンチャの

男）、さらには 7~年代のA.ロイド ・ウェパーのくジーザス ・ク

ライスト・スーパー又ター〉等の北土は（ウ 1 ストサイド物点）

の/1在なしには考えられないしのである。

1957年9月2611杓Ji,i以米プロ ドウェイで爆梵的にヒ；卜

をとばしてから、 4半世紀以上にわたって人気を保ち紐けてい

る（ウェス I・サイド物ell>のストーリーは今更紹介するまでも

ないだろう。ンェークスピアの原作 rロノオと；；コリ J.-;ト」

を現代アノリカ社会のかかえる種々の問題、都会というジャン

グルにおける柑困と人種差別と井行と墨力、さらには人人と行

少ィrの断絶、相互坪解の欠除とい，た社仝問坦よ・此流に．対v.
し合-,恐速fltの首頑と相1方の竹祖の妹との間におけが念愛悲

劇に翻案したものである。

if,安なのは、スト ーリーよりもむ楽それ自体にある。パ・ン

スタインがくオン ・ザ ・タウン）以降迫及してきたものがこの

作品で見'il-な結品を結んでいる。ひとぶでいえば、それはヨー

ロyパの伝統的芸術古楽、とりわけオペラと、アメリカの仏統

的なミコージカルとの琺合であった．複雑なヴォーカル ・アン ,_—-~ ●'" . 一 —サンプル、いわゆるライトモチ 7技法の採用、そして、とリ レI'・ハーンスクイ 9

わけ全はを甘く交押的1J曲と．西i,音楽史の中で「音楽におけ 3. スケルツォ ：ヴィヴァーチェ ・レッ_;,-口 「トニーと

る悪翌とまて呼ばれる最も危険な音程である 3全行（培4度） マリア」が何処かに自由な上地がある、と歌う場面に続き、

がトニーとマリアの不安定な関係あるいはジェッツ派とンャー 少年たちが街の堕を突き抜け広々とした新鮮な空気と太陽

クス派の危険な）I立や残忍さん象徴する重要な要索として用い のふり注ぐ1u界 を見い出す．
るなどはコーロ・ノパ音楽の影砕と見ることができるし、 •方、 4. マンポ． プレス ト 再ぴ現実に戻り、グループの対立。

リズムや音色におけるジャズ音楽語法にアノリカの伝紐が生か 5. チャ・チャ ：アンダンティ ーノ ・コン ・グラツィア 昆回

されているのである。 リの悪い恋人たちが一緒に踊る。

くシンフィニック・ダンス）はシッド・レイミンとアーウィン. 6. r出会いの場面」 メーノ ・モッ'I I・ニーとマリアの欣初の

コスタルの協力を得て!961l'l'に編曲したものである。全茄中か 占英を音楽か飾り立てる。

ら難蹄場面の音楽を中心にし1、:9曲からなる一種の糾曲と して ）．「クール」 フーガ・アレグレット ジェッツは敵対意益を捨

編まれている。 てる。

1. プロローグ ．アレグロ ・モテラート 2つの小良少年グル 8. 「乱尉hモルト ・アレグロ 両グループのリーダー、ペルナ

・プ、ジェ／ツとンャークスの敵対感の高まり。 ルドとリクのクヒを招く決闘場面。攻争のクライマックス。

2. rどこかに」：アダージコ 2つのグループが手にTをと っ 9. フィナーレ アダージゴ 愛の音楽か展開され、 rn式の行
て緒に過ごせる Uかいつかやってくるという空想にふけ 列の曲となる。悲刺的現実の中に「どこかにj の架空の楽

る少女のダンス ・ンーン。 囚的状況を愁い起こす。

■ヨハネス・ プラームス (1833~97)
交響曲第 1番ハ短調作品68

ハイドンやモーツァルトを中心とした古典派の什曲家たちが

完成させていった交W1tt1の歴史の上にベー 1-ーヴェンの9曲か

米した革命的な変化は、彼以後の作曲家にもはや占典様式に基

づく交牌曲創作を断念せざるん得ないはどの絶対的な存itとな ,.,, .• ,,,. 
るかに思われた。ベートーヴュンの9曲を質的に/¥楽内容的に 記が,,,中のプラームスと乞貪

.. ,,,_. 
超屈する作品を牛むことは不,J能に近いという観念を抱かせた ネットのi半共行形を伴い、オーポエにより何かを哀顔するよう

のである。父奔曲が古典様式とは装いを新たにして再び隆盛を な惑勅的上題となる。

見るのは19世紀後l-になってからであった。後期ロマン派的色 第2楽室 アンダンテ・ソステヌ ト ホ長湖 ¾jt,子。第1

彩を濃〈盛り込んだり、尺族キ．義的内容をもたせたり、あるい 楽在に対して長31斐高い長潤を選ぷという、ff欲を見せる。長調

は文学的内容を重視して、オーケストラの組成を超大化させる ではあるか、中と防的に勅(/ill楽章の比本動機をとり人れて

というh法で個性的表現を追／いしていったドヴ,,レザ ク、チ いる十題は決して明るいだけではない。

ャイゴフスキー、プルyクナー、そしてマーラーといった人々 第3楽室 ウン ・ポユ ・アレグレット ・エ・グラツィオーソ 疫

が新しい交牌曲様式,,再建していった。 イ長潤 い(If。食イ艮調I.I児名l司音的に流み挽えれば嬰日ミ
こうした19世紀後半の沈れの中にあって、ベートーヴェンの 出ということになる。つまり、またしても前楽京から艮31斐（記

採式に果敢に1北戦して大きな成功を収めたのかプラームスであ 講上はi>'i41虻）布い調件が選ばれている。仏統的t浪式を韮んじ
心。しかし、プラームスにとってもこの桃戦は f,易いことで るプラ ムスであったか、この楽船ょトリオ部（口長調、 ',!A

はなかった。 1第1交秤曲 1の創作は起平から脱稿まで20年以l +I<・ もつとはaぇ、伝統的なメヌエ9 卜でもスケルツィでも
を要したのであった。 22オのときに交秤1Jhftll1tを思い、:r.ってい なく．独自なロマンス風朱曲をつくっている。

るが、ただちに冷が進められたわけではない0 • え初の交袢曲の 第4楽章 アダージョ ハ知調 ％拍子一ピ'7,アンダンテ

楕想は 1ビアノ協奏曲第 1番」にとって代わられている。しか アレグロ ・ノン・トロッポ・マ ・コン ・プリオ ハ長調 ・. 拍

し、 2吋の峙には 「第 1楽卒」の饂を知させていた。その f。前楽章（疫イ！頌）より長3度高いハ音を中脊とする濁1こ

後、多くの室内楽や笠弦楽作品で確実な作曲技法を身につけた 1ill帰していることは己うまでもない。令管の愕が土み出すスケ

プラムスは41才頃になってjljぴ本格的な父＃曲創作に情熱 ールの大きな序奏部が前染年までを総括し、時に第 1楽末の悲

”負けるようになったのである。そして1876年9月 43,J)の 劇的な趣までも1ill想する。アレグロ七部は、「関争を経て勝利に

とさに、当時の名指祁者ハンス ，7-,ン・ピューローをして、 1'る」といー）ペートーヴェンの「運命」交特曲の凶式と同じよ

Iベトーヴェンの不減の9曲に次ぐ第10番」の乱生とゴわし うに、同主艮潤のハ艮凋で構成される。その土冦はしぱしばベ

めたこの作品を完成させたのである。 ートーヴェンの 「第9」の滋＃中期〉に比される頌歌風なも

第1楽章 ウン ・ポコ ・ソステヌート ハ短溝 ％拍子。仝オ のである。第2十題はその跳耀行形にもかかわらず｀穏やかな

--ケストラの強奏による悲劇的緊張感をたたえた艮大な1ギ袋部 表情をもってヴァイオリンに只示される。形式的な展開部は近

はその緻密な構成の中に全曲を統する基本動機をも旦ホする。 かれず、再現部の中で実営的な両主題の展開が見られる。オル

アレグロの上部は中糾階的に卜昇する鋭い木管脊形に始より、 ガン風な荘厳さをもつ-,ラー,w;楽愁も現われるコーダでは緊
弦染部が第 1這を坦ホする。第2王追はファゴ，卜やクラリ 迫したハ長潤音の連打で力強く曲を閉じてゆく。

ゴハネス・プう一ムス
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「ウ 1 ストサイド・ストーリー」は211年以上もまえに．晩画を

見て感勁し、しばら〈してアメリカの役者をまじえた駐台をみ

てこれも大いに楽Lんだ。ももん抜粋のレコードも聞いて、パ

ーンスタインの作曲家としての））塁に感じ入ったものだった。

それでこんどポリドルから出たft曲者の指揮による初の全

曲槃 （ドイツ ，グラモ7,ン43MG0859 60)も楽しみにして

4をあてた。そしてこれはミュージカルの稀代の傑竹であるこ

とを改めて強く確認したものだった。ひと〈ちにいえば楳台な

しに、つまり距咬そのものとして聞いていられるということで

ある。音楽としてひとり立ちでさる内容を備えた作品というこ

とである。ミュージカルについて私はいっこうに明るくないの

だが、これはi邪外に底することではないだろうか。

キリ ・テ・カナワ、ホセ ・カレーラスを動Hした演奏として

の出米ばえもさることなから、この2枚組を通して敢も惹かれ

たのは．いくつかのダイナミソクなダンス，ナンバーで．そこ

には大胆で新鮮な刺激が充笛している。中きいきしたH発件と

内発性が息づいていて、どれも魅力ある表現を屈け、耳を捉え

て離さない。しかもドラマのシチュエーンョンと人物の心理］こ

びたり照応しているのも見ドなものといえよう。映画やステー

ジの記tものせいもあろう、聞くうらにあれこれのシーンが見え
てくるようで、パーンスタインの屯抜な凡,f楊感'il:を思い知らさ

れたのである。

これらダンス，ナンパーの核んなしているのは動さの感党で

はないかと思う。ここでパーンスクインの背楽は尖によく動い

ているのである。守楽は嗚って動〈ものだが、私がいうのはそ

のことではなく、もっと 8楽＆現の根本の問題であるのはいう

よでもない。「ウェストサイドストーリー」の作曲の澄を連ぶ

パ ンスタインの内面には牛きいきとして、それこそダイナミ

ックなものが突さ I.げるように柑動していたはずである。自分

の内なる深部から湧き上り、唄き上げるように出て来たのでは

ないかと聞こえるのである。このレコード ・ジャケットには作

曲え、控えたころのパーンスタインのH記が抄雑されているが．

195呼 4月のあるnのくだりに、脚ぷ求アーサー・ ローレンツ

と打合わせしているうちに「……突然、すべてが生きいきとし

て来た。 リズムと躍勤が聞こえるようだ・・・・・」と吝いている。

このf感はそのよよ実現されたというのが私の実感である。か

くして「ウェストサイド ・ストーリー」は＇ロメオとジュリエ

，卜」をド敷さとしなからも、現代的で、ヴィヴィソドな若者

の風俗を活万することに成功したのである。

こうした活力あふれるナンバーのいっ1よう、柔い打情的な音

楽でもパーンスタインは魅））的である。トニーとマリアの 出

会いの場面Jのチャチャなど、ぞくぞくするほど＋ャーミング

なときめきか感じられるし、つづ〈「マリア r、さらには「ト・9

ナイト」の魅力は誰れも御存知だろう。「アイ・ フィール・プリ

ティ」も浮きうきしたrfびが脈打っている。

以上のすべてを通じて「ウェストサイド ・ストーリー」ガ誰

の活楽を思い出させることがないのは寸．派てある。つまりこれ

はパーンスタイン独自の畠来なのである。これだけわかりやす

〈、しかも俗に泊ちぬ音楽を古いた指揮者 （これがやはりパー

ンスタインの表芸だろうから）は極めて珍しいといわなければ

ならない。ついでにいえばパーンスクインはよく知られる：iつ

の交秤曲、 ミュージカル「キャンディードj のはかにもたくさ

んの作品があって、優に・人よえの作曲家というに）l'Jる。こ

れだけ解釈（指祁）と剖出（作曲）の両面にすぐれた手腕を発

揮した音楽家は現代にあっては例外中の例外とすぺきだと思う。

ベームもカラヤンも作曲という点では零である。

このへんでその鮒釈のはうにも少し触れておこう。霰近、私

か問いた指揮者パーンスタインはモーツアルトの交袢曲 • 第40

番(28MG0769 第3暉も入っている）、ハイドンの第92番オ

＇クスフォード」 (28MG0770 1 V屯も間ける）、それとス

トラヴィノスキーの「火の息」、プ）叶ネルラの両組曲である(28

MG0852)。

いつも思うのだが、指揮に聞くパーンスタインはひと〈ちに

いってロマンティストである。パーンスタインにとって音楽は

憧れの的であり、要と理愁の対象である。パーンスタインは音

楽に対していつも焼える心をもって挑んでいる。燃焼こそが終

版の目的だと信じて疑わない音楽家に屈する。具体的にいえば

その演奏は無機的 ・人T的に傾くことがなく、音にはぬくもり

があり、音色は暖色系のものである。苗の感立性が独りル―ヽきす

ることもない。そして音楽の運ぴには登かな起伏があり、呼吸

が息づいていて、歌のよろこぴがこめられている。そこからは

熱い思いも届いてくる。いうなればカロリーの1沿い、ヴォルテ

ージの高い脊楽をやるのがパーンスタインであり、それは生命

の乱●歌、人開への貸歌とも間こえるようである。人間竹の飽〈

なき伸張と拡充を目ざすのが指拌者パ—―—ンスタインなのである。

以卜のことは前述の31父からも聞さ取れるのだが、ハイドン

とモーツアルトについていうと、いずれも敢終楽ぶか政も聞さ

ごたえがあるという点がいかにもバーンスタインふうだと思う。

作品を締めくくる大i認めのクフイマックスたるフィ1ーレでパ

ーンスタインはロマンティストたるの耳面Uを遺憾なく発揮す

るのである＾モ—ーツアルいの4Qcil祖やや早めのテンぷでたたみ

かけ、そこから烈しい表佑を収さ出させている。テンポを早〈

することで音の連らなりに圧力をかけ、密度をfl:込み、そこか

ら目（るめく K↑行を引さ出してみせる.,,., シコネイトで底}j

のこもったフィナーレといっていい。と（に展開部での深い交

陪、逆巻〈i計名は説得力がある。以上を要するに生の允溢。こ

れを「ウェストサイド・ストーリー」に引さつけていえば「動

きj の頂筏から導至出これたものといえJ:うv

この「動き」の効果はハイドンの「オックスフォード」の第4

楽洋でも却状をあげている。すたすたとした精作な述ぴのなか

からエネルギッ／ュな迫力がはとばしり出て、 HI盛で活々しい

汗楽か躍勅している。鋭いドライヴ、豊かな前逍性の魅｝）が横

溢しているのである。

知の和については「T.女たちのロンドのふわっとして雰

圃気たっぶりのロマンティシズムと、つづく 「カスチェイ王の

域の踊り」の強烈 ・隆々としたドラマティシズム、いいかえれ

ば「女竹」性と「男性」竹のコン I・ラストの効果だけを指摘し

ておこう。「プルチネルラ」もパーンスタインの手にかかると新

占典士茂の現代音楽というよりはロマンティ／クな音楽に開こ

える。柔い音色、旋げの承視がそうさせている。つまり抒情的

なのである。むろんリズムの活力も忘れていない◇

以上に見て米たパーンスタインの「動さ」ある仕ポぶりは作

曲や演奏にとどまるものでなく、その現実的な行動についても

いえることだと忠う。去る 8月6□I: 7 8、抜燃40周年を記念
し、ヨーロッバと 日本の若者によって11;烏で行なわれた平和の

~ .:-----,..,. 
ミー
ご／レナート・バーンスクイン

ためのコンサートはバーンスタインの現火への1吐釉りな拗さか

けのひとつだし、/:しか2年よえ、反核の腕平をつけて、ポス

トン・エス~ オーケストラを振ったコンサートは核軍縮の/:

めに枠けられたものだったと記憶する。さらにさかのぽって 6

年よえn本に来たときは、政治犯救援返勅であるアムネステ

ィ ~ インターナン 9ナルの日本女部の求めに応じてソニーピル

てサイン会を開き、 11:illを運動に期るいっぽう、アムネスティ

運動の必要性を説いていたのも思い出す。その少Lまえにはミ

ュンヘンでアムネスティ述劫のためにチャリティ ・コンサート

を間さ、そのときのライヴ ・レコードをチャリティ ・レコード

としたこともあったように思う。チェコで行なわれている弾圧

に抗戎して「プラハのが78」への参加を取消したこともそれと

相前後していたと思う。梨人運動女持のカンパに立ったこと も

あるし、ヴェトナム戦争に反対行劫をとったこともあった。

こうした表現と現実行動における「動き」のうしろにダイナ

ミックで知的なパーンスタインの多角的で全人的な人柄を見る

ことができるのだが、それを月（ものは何にもまして強い人問

主義的な姿勢だと思うのである。



聖
都
で
初
め
て
パ
レ
ス
チ
ナ
交
響
楽
団
を

振
るー
~

2
8オ
の
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン

三
浦
淳
史

1947'r 5)1のはしめ、 '1'1:11エルサレムでパレスチナ父顎楽団

のコンサ トが行なわれた。まだコンサート・ホールもない頃

で、演会会場にあてられたのは古ぴた巨大な映画館エジソン・

ホール'I::った。映両館をとり囲んた無数の群艇のうち、はんの

わすかな人々が人場することかでさた。＂ンサ トがT•定より

l瑾 ILて始まったとさ、通iいもfHIJ[fl.jも音米ファンによって埋

まっていた。

そのnはアメリカの俊英レナード ・バーンスタイン (28)の

パレスチナ苓初登場だった。当吋＇レニー＇の投称で筏しまれてい

たパーンスタインの名占は呼nilによでとどろいてい／このである。

それにしても、このような熱11ぶりは空前のこと1ごった。熱烈

な歓迎はパーンスタインのなかにあるユダヤ系としてのプウイ

ドを高楊するものがあった：市尖牲衆のすべてがユダヤ人た

った ひとりの英兵も、笞官も．役人すらいなかったのだ。

パーンスタインが甲界でステージに現われた瞬間、拍千l喝采

の波力押し寄せてきて、彼がオーケス｝フのほうに向きを変え

両手を卜げてシコーマンのく交Wrlh第2番ハ長調＞を振りはじ

めるまで絞いた。パレスチナ秤tilJiJ'.いらいのオールド・ファン

は「トスカニーニが1936'1'-ICこの楽団の初のコンサートを振っ

たときに受けた拍手喝采よりも凄い」と言った。

パーンスタインは、ひんばんにオーケストラといっしょにハ

ミングしたり歌ったりしながら、パトンなしで指揮をとった。

次の曲目はパ ンスタイン自作の＜エレミア交秤曲＞（交秤曲

第1番）だった。そのスコアはアテネ、カイロおよぴエルサレ

ムのどこかに迷いこんでしよい、新しいスコアか航空使で届い

たのはコンサ..トのわずか 3~前だった。しかし、パーンスタ

インは巧みに70名嗣成のバレスチナ秤を指荘して紋大の効果

をあげた。パーンスタインの花占きで、マーラーばりのこの交

特曲の最終楽箪「哀歌」ではメゾヅプラノ独唱がrn約朔＃ ら一

レミアの哀歌からの歌洞をヘプライ品で歌う。＇ああ、むかし

は、民の満ちていたこの都……今は寂しいさまで座し・・，＇」と、

エレミアは没するエルサレムが略奪され、汚されて廃墟となっ

たことを嘆〈。激しい怒りと絶望感ののち、中への祈りによっ

て曲は閉じられる。ヘプライ語を解する多くの馳衆は浪奏か終

った請問しいんと静まり返り、場内の各所から啜り泣さがきこ

ぇていた。我に返った聴荻l.l)i宙の拍手をパーンスタインヘ送

り、彼は5回も笞ILに現われなければならなかった。

さいごにバーンスタインはフヴュルのくピアノ協奏曲卜艮

潤＞の弾き賑）で聴衆をわ力せた。ピアニストとしても素11,iら

しい腕をも．，ているパーンスタインは当時モーツァルト、ラヴ

ェル、ショスタコーヴィチのピアノ協奏曲の弾さ振りをやって

ファンを百ばせた。 1、＼にラヴェルのく卜長，翡II幼各1111> (両 r0の

はう）はレニーの18lfilcった。

翌II、タti紐で水泳を楽しんだのち、スラ，クス＆スポーツ・コ

＿卜にくつろいだパーンスタインは北名連に熟を込めて。合った。

「パレスチナ交秤楽団は世界般科のオ ケストラの 1つにな

る,j能性をもっている。今秋にはアメリカ演奏旅打を決打すぺ

~, ごと思うが、その前にひとりの指揮行のもとで、がっらり 2

ヵ月間．ハ ドなリハーサルをやる必要かある。」

パーンスタインはエルサレムの現代風なエデン ・ホテルの窓

越しに夢見るように年を見つめながらつぶやいた ＇わたしか

その仕平をやれたら ill しいんだかなあ」•

●砂漠のモーツァルト

194呼 5月15[1、イスラエル国カウ生した。パレスチナ郭も

当然イスラエル・フィルハーモニー竹弦楽団 (!POIと改称され

t・。そ,,イ「の秋、 7:l名の男たちから成る !PO はレナード ・パ—

ンスタインのもとで8日間に 7回のコンサー トを行なっIふそ

の直後、パーンスタインは［日約聖占1こしばしば現われるペール

シェバの町で史上初のンンフォニー ・9ンサートを行なうこ と

になった。 2台のおんぼろパスに分釆した楽団Hたちはイスラ
エル南部のネゲプ砂汲を越えなければならなかった。パーンス

タインも楽只といっしょに空い本の席にかけ、がたがた悦らIL

ながら荒涼とした砂ii<)也骨を渡っていった。

ペールシェパでは広い空き地がiiii奏会場となった。パーンス

タインの指揮する !POはIiぽ1.000人の兵上たちのためにモ

ーツァルト、ペートーヴェンとガーシュウィンを演奏した。彼

らはペンチをいっぱいにし、残りの者たちは砂の上にすわりこ

むか、まわりにあるアラプ人の家の平ぺったい屎根の I・.によじ

登るかして、むさぽるように店楽に穂さ入っていた。＜ラプソ

ディー・イン ・プルー＞の弾さ知りで、パーンスタインは平ら

な岩の上にパランスをとって投いた椅子にかIIてビアノを弾い

ていたが、椅了がすべり落ちそうになるため中腰で弾かなけれ

ばならなか・った。あわてて第 1ヴTイオリン奏行が椅子を支え

るのだった。

!POは5月にイスラエル国成立の式典でイスラエル国歌＇ハ

Tィクヴァ」の演奏していらい、 70回のコンコートを行なって

きた。そのうちの23回は戸外で演奏された。じっさい !POIょィ

スラエ 1叶月よりも年長1ごっに。 1 2年前にアルトゥーロ • トスカ

ニーニがさいしょの9ンサートを几ったときからバレスチナ饗

として知られていたのである。 !POの演奏会場だったオーエ

ル・シ上ム・ホールのキャパシティはI.100/席にすざなかったの

で、 !POは呂楽ファンの要望にこ'"えるため同じ11!1口のコンサ

-卜を 9阿繰込さな1rればならなかった。

8逍1問にわたるイスラエル滞在中、パーンスタインは戦火に

印 lたネグパという村にな竹と子供たちが戻ってきたとlltlいて

彼らのピアノ・リサイクルを与えるため単身車を走らせた。IPO

の吝演指揮若1:しての任務を＇元遂したパーンスタ インは12月

7日に行なわれるニュ コ ク・フィル主Ii<の11'0助成公演に

まにあうためテル ・アヴィヴを発った。パーンスタインはイス

ラエルじゅうを動さ回った多忙な8週間の、あらゆるぽ問を工

ンジョイした。彼はイスラエルを去る直前にこう再った・ 「実

をいうと、げくは自分が初めて砂成にモ ツァルトをもってい

ったと思っていた。しかし、モーツァルトはすでに砂液にいた

ことをさとったってわけさ，

●指援は愛の行為

!POを初めて指揮していらい今年で絡年、パーンスタインに

とって !POはも っとも長〈つさあってきたオーケストラであ

る。ここ数年、パーンスタインのレコーディングはすとして

!POとのライヴfl音によっている。パーンスタインは !POの

精神的な父である。パーンスタインは比較的最近｀指揮＂につ

いてこう語っている： 「私力弔瑣けることを愛する理由は私が

指揮するピープルを愛しているということです。私はその人9こ

ちのために我々が浪奏しているピープルを愛していよす。それ

は索晴らしい愛の行為なのです……私が指揮するあらゆるオー

ケストラが疫の行為です。私は恋人を選ぶようにオーケストラ

を選んだりはしない。どのオーケストラでも恋人になり得るの

です・ウィーン、ニューヨークあるいはイスラエル ・フィル、

ポストン、ロンドン響、あるいは学生のオ←→ケス トラだってい

いのです。J

［へ v-1 ・マ i• オアーロス1!'-,ユストロ」 1,、，ナンスン仕、 lY8'
年））．

とはいえ、バーンスタインにとって !POが欣も艮〈密按なき

ずなで結ばれたさたことにほ問の余地はない。

イエルサレムの新・IH市出の.,あがり 田電の間から姿を見せた人陽

お
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広島平和コンサートで8月にもレナード・パーンスタインは

米Hしたわけだが、その時の中心曲目は彼の交唱曲第3番「カ

ディッシュ」であり、紀念レブードとして特別販売されたもの

はイスラエル ・フィルハ--モニーーとの共演盤であった。

この交袢曲第3番「カディソン 1」は20世紀の 「祈り」の音

楽として殻高のもののひとつだと思うが、パーンスタインの自

n消演 (MG1153)はまことに類を見ない迫力のある名盤で
ある。もともと、この交特曲は 1 963<1: 12月 10~にイスラエル・

フィルハーモニーによって世界初演されているのだが、 1977年

の改訂版によるレコードは、作曲者の指揮の下、ソプラノはモ

ンセラ ・カバリエ、 n台り手はマイケル ・ウェーガーがつとめ、

ウィーン甘年合·~山と少年合唱団が共演している。レコードに

よるデータによると 1977年8月にマイン川大学創立500年記念

のために,,1地のラインゴルドハレで録音されたものだそうだが、
パーンスタイン自身にとっても満足のい〈 fl:ト．りだった1こらが

9ヽ ない。

イスラエル・フィルハーモニーというオーケストラは別にパ

ーンスタインの作品に限らないが、 f社神的統感を持ったアン

サンプルであって、その燃焼｝］が伍度な次元に達した時．他の

いかなるオーケストラL及ばないス現）Jを特っている。 1936年

にバレスティナ交押楽団として発足し、 1948'1'にイスラエルの

独立と共に今日の名称となったことはよく知られているが．

そのおよそ半世紀の胚史の積み重ねが、このオーケストラの独

自の表現力を産み出していったのである。

創立当初は「弦のイスラエル」という評価もあったようだが、

今nではイスラエル生れのメンパーが大半を占め、ロシア系を

中心にした移民祖は全体の3分の1といわれており、文ギ通り

のイスラエル・フィルハーモニーとしての地位を確立している。

H本には1960年にカルロ・マリア ・ジュリーニ. 1983年にス‘—

ピン ・メータと共に米日しているが、こんどのパーンスタイン

との組合せは、そおらくイスラエル・フィルハーモニーの兵価

を最人限に発揮するものとなるだろう。というのも、この向名

の関わりは長くて深いといえるからである．

1947年といえば、まだバレスティナ交響楽団の時代である

が、芥いパーンスタインはすでに指揮名として登場し、翌年の

ンーズンから現在の名称となったオーケス I・ ラの文柱として大

さな役割を果たしている0 1951年のイスラエル・フィルハーモ

二--の北米公濱でも指揮者仲の炭をj且ったと伝えらILている。

こうした過士の経緯もあって、パーンスタインの自作自演シリ

ーズでも、両行は見半な呼吸を示している。

交秤曲第 1番「エレミア」 (MG1151)には「チチ上スター蒔

泣」も組合されているのだが、クリスタ・ルードヴィヒのソロ

も含めて、パーンスクインの出世作にこめられた愛情がオーケ

ストラの限ずみにまで況透していて、聴〈ものの胸を打つ名浪

となっている。交特曲第2番「イ弘安の時代J (MG1152)はイス

ラエル・フィルハーモニーとも密接な関わりを持つルーカス

7ォスのピアノを/}IIえ、作曲者の多面性を浮さ彫り 1こしている。

そのあとが、すでにふれた父袢曲第3番「カディッシュ」であ

るが、この3枚のレコードはおそら（次の世紀の人びとにも投

稔されるにちがいなし、0

私はこの3枚だけを細かくふれるつもりであったが、ポリド

ールの相.,濱が他にも多くのレコードを選んで(ILていて、そ

れをよとめて聴〈機会に感まれた。その中でも傑出しているの

が、「セレナーア」と「ファンシー・フリー」を組合せたもの (M

Gn46)で、「セレナーデ｝のヴァイオリンはギ ドン・クレーノ

ルカ担当している。この曲が1954年にイスラエル・7ィルハー

モニーによって初演されている事実を知らなかったが、曲の糾

合を含めて、これは推H・されるぺき名浜である。もう 1枚「デ
ィヴェルティメン ト」を中心としたもの (28MG0449)は、な

かなか洒脱な味わいを持っているが、ポストン交寄楽用との組

合のほうがより適しているのではないかという感想を持った。

他のオ←ーケストラとの組合せのレコードでパーンスタインの

自作or,貞盤をさらに稔いているが、ここではそのことについて

は等をのばす必要はないであろう。パーンスタイン＝イスラエ

ル ・フィルが焦点だからである。以上5枚のレコードで、もし

1 枚だけということになると、父響曲第 3 番「カディッシ~J

をとるが、 2枚となると「カディッシュ＇と「セレナ.. テ」と

なり、 3枚となると逆に交響曲の3部作ということになりはし

ないかと思う。このあたりの選択には個人芯が出るものだが、私

なりの評価がそういう結果を＃びき出したと思っていただきたい。

ところで、イスラエル・フィルハーモニ--1:1;;~ リーニ(1960

年）とメータ (198:l'F)によって日木公演を行っており、この

四'I泄紀の間にずいぶんと変化したという印象を持っている。

そのことについては前回の米H公演の折にも含いているので、

こ；では釦区さないが、なんといってもパーンスタインとの組

合が実現した，B義は大きい。発表されているプログラムでは

マーラーの交響曲第9番という大作、それにパーンスタインの

作品にプラスしてプラームスの交響曲第1番という1肝合せ、そ

れぞれイスラエル・ フィルハーモニーの実}jを兌揮するにふさ

わしいものである。「弦のイスラエル」の時代から5凹この歴史を

禎みあげて、文字通り各セクションの允実したオーケストラで

あるが、なんといっても粕神性の高さが、他の迫随を許さぬ域

に達している。マーラーやプラームスで場内が瀞より、そして

高揚する雰囲気を今から想像することが可能なのである。

ところでジュリーニ＝イスラエル・フィルの初米Hは196伊F

パーンス9インとイスうエル・フィル

12月、そしてバーンスタイン＝ニューヨーク ・フィルの初来ロ

は翌61年の春であった。ざっと2呼靖りのシーズンということに

なるが、この期問のn本の8楽界の変貌ぷりはよことに急展開

というに価いしよう。

私の個人的な回想を苔かせていただくと、イスラエル・フィ

ルハーーモニーはn比谷公会立でどうもまだ暖房設f面が整ってい

なくて、 I'{;符をして出かけた記招があるが｀ ニューヨーク ・フ

ィルハーモニーのはうは東京文化会館のこけら落しで季節もよ

かったが、新しい詩代が釆たといが実惑があった。まさにふた

つのオーケストラの来nの問に東点の音来地図は変ろうとして

いたのである。それから25'1'の寂月が経ち、パーンスタイン＝

イスラエル ・フィルの組合せを迎える。パーンスタインが其の

巨匠性を持てば、イスラエル ・ フィルハーモニーも•流の貫枯

を身につけてきた。まことによい時期に、厄品の組合せを聴け

るというのは、ひとつの至福というべきである。
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パーンスタインはかつてニューヨーク ・フィルハーモニック ムを表わそうと、誰かが賢くようなことはもうあるまい。パ・-

の常任指揮者を務めていた時代にいまなお、忘れがたい印象を残 ンスタインはこうした世界にプラームスを引さ入れた開礼との

している。どのような作品であれH分自身の発見と惑受性によ 独りだといってよ〈、吝骰団免的な解釈の七台を築〈大きな力

る解釈をホしていたからで、それこそM を証明するようなも があった。そのダイナミズムに造形的な安定感を確保した演女

のではなかったろうか．もとより、作品の確かな泣解力がなけ はいよや規浄的な意味すらもっている。プラームスの第3交秤

れば発見することはないのであいただ個性ん主張しようとし 曲を稔（とき、私は演奏の1開始にどれ〈らい柑校した肉体的な

て奇妙な思いつきをやってみせるものが多いし、作品に対する ）Jが突さ上げてくるかを注Uするが、そして服を切ったように

充分な埋解力がないところでは共惑も挑戦もな〈、いたずらに 流れ出てくるいのを迫おうとするか、今u、いったい榊積した

柑の中のはやりすたれをあおって目立ちたがるものが多い。今 j!jj本的な力というぺきものはあるのだろうか。パーンスタイン

nの指揮笞たちは＂雌籾や珂解})などを問うのではな（て、た を含めた現代の指押者たちから、そういう音楽の前提となって

とえばパーンスタインに追従じて恰叫〈振る関い、人気を競 いるような内心1・出1じたるものを愁したことが私には•度もない。

ってどれだけ売れるか1）澗題なだけのようだ。それてもォーケ ハーン人タインかニューナーク .Iィルハー七ニックを指揮し

ストラ脊楽が盛んに見えるのは、指揮者の自己表現とか個性と たレコードでは、第3父苫曲は見通しよく進展していって痛快

かにかかわらないコピーが氾溢している世の中で秘衆が頁贋を であり、どの楽卒い浄かに終るところか健やかな満足の体であ

聴さ分けられなくなっているせいだろう。 る。吝観的な解釈1:1熊K情な演奏に陥りやすいし、アカデミズ

何か新しいものは問題をはらんで現れてくる。もう20年の昔 ムの弊も少な〈ないか、パーンスタインは作品に特別な親近感

になるが、パーンスタインがニューヨーク ・フィルハーモニッ ,. 抱いているような必佑で訴えてくる。

クを指揮したプラームスの交和111は、私にすれば異質の音楽と この指揮者がニューヨーク・フィルハーモニックの常任指揮

出くわして戸惑うばかりだった。そこには絶叫するプラームス 者を辞めて、ヨーロソパで盛んに活桜するようになってから、

がいて、しかも見えを切るほどの睛れがましい舞台にヒってい いろいろと夜ったところはある。かつての糾しいた情には芍り

る。私はプラームスというのは若い昨分から老成していて晦渋 が出てさており、また、コーロ Jパのロマンし筏的な伝統に帰

な表現方法を好むと思っていたから、そんなバーンスタインの 依しようとする）ii句を見せていることも台定できない。しかし

ダイナミックに斬り込んだ解釈1:1背を向けたくなるようなもの そういう個人的な問題以上に、近代音楽を支配していに西ヨー一

だった。だが、その鋭く迫ってくる起伏と鮮明な表佑には初め ロソバが、その伝統からはとんど逸脱してしよったという事態

て知る魅力があった。何がそれはど違った"''象え•与えたのか。 力屯にっており、パーンスタインは、過士のイタリア秤楽やド

第1父閲IIりの場合、プラームスが苦心怜胆した対位法の、従っ イツ音楽やフランス音栄力文学上変賀した後の、いわゆる大衆

て巧妙とはいえない古法を、パーンスタインはすべて熱烈に肉 化したクラシック音楽の世界で、他のどんな指揮むよりも亜要

体的な力の唄き出るところとしている。当時まだ純任であった な拗きをしているといえるのではないだろうか．

プルーノ ・ワルタ..が、そこを目いたいことも言いさらず、 甘 パーンスタインがマーラーの復活に関ケした功禎は大きい。

芙なオーケストラの苓さに噛んで含めるような味わいある運ぴ それはなまなましい現代の~,:史であって、未酋イiの経済的反映

を示していたのと、相達は明らかだ。ただ1;れを知る者のみが を温歌している9射代に炸裂した人間性のオ店が、パーンスクイ

共感に没るといった浪奏から見れば、パーンスタインは別な世 ンのマーラーからはあたかも巳人な壁l出iを観ているような魅力

界に生まれてきたようなものである。 とすらなって溢れ出てくる。マーラーは「私の時代が来るだろ

しかし、いまやそんなけljの世界がこの世界なのであって、プ う」と言い心していたが、半世紀たって現実になったものを、

ラームスの第 1交苫曲がどれはど楼力的に躍動するダイナミズ 今こうして確かめることができるのだ。いや、マーラーの解釈

者として、プルーノ ・ワルターやクレンペラー、メンゲルペル

クやシ Lルヘン、ホーレンシょタインやパルピローリなどの偉

大な）L跡を忘れるわけにはゆかない。けれども、パ・ンスタイ

ンは、マーラーをそういう過丈の世界と切り離して現代に否も

応もな〈サ1っ張り込み、 j/,j繋的な栢神と肉体の力が湧いてくる

ところとしている。

そんなマーラーにあって第4交秤曲は私が初めからずっと新

鮮な社ぴを感じつづけているものだ。激究するテンポを軽妙n
/[にこなしながら、あらゆるフレーズを丸明に彫り込んだ爽快

な演奏は、出色のレコードとしていつよでも聴さ飽きない。そ

のバ ンスクインがスコアの繁雑さわまりない指ホによ（同調

して、マーテになりさったかのような感情移人を見せるとこ

ろで、むしろ現代の息吹さか伝ってくるのは、パーンスタイン
ぁヽ

自身の発見と感受社か与かってのことleろう。それは、人間が

都会の1活で失ってしまっに自然を描さ出そうとしながら、人
自然への1童れや人口然に惑じる恐れや大自然と共に牛きる宮ぴ

を歌い卜げている。マーラーが章心に儲ってメルヘンの世昇を

忠い描さ、天囚的な牛活を夢兄に作曲のありさまとは、やは')

異質なものがある。当然のことであって、そういうところにこ

そパーンスタインの解釈が純正な尤を放つのだ。彩しいコビー

の中へ、この交砕曲も埋もれかかっているような状況で、兵府

K・聞き分けるのは耳しかない。パーンスタインが二 7 ーヨー

ク・フィルハーモニ 9 クを指揮した第4交砕曲になって終染卒

の「天国の生活 を歌うレリ ・グリストは黒んばのあどけない

芙少女が踊っているようでぴっくりさせたものだがそれも郷

愁,.そそる西ヨーロ／パとはちがった新しい世界の魅））となっ

ている。しかしながら．そんな世界はおよそ20'白こっても色腿

せないだけでな〈、それ以後一度と見いだすことができないの レナート・ハーンスタイン

である。 立たせていたせいかもしれないが、ちょうど］団こを経て、現代

私はパーンスタインか1970年の大阪でニューコ・ク ・フィル のパーンスタインがその交特曲に同様な肝釈をとっているのか

ハーモニノクを指揮したマーラーの第9交郭曲にもっとも好い
らが・

どうか。マーラ・ーの作曲技il,が現代音楽へと新しい迫を拓いた
思い出がある。マーラーが中さ存えることに柁望し、タヒを憧れ というようなことは、現代の作曲家がマーラーに月を並ぺてい

たり恐れたり煩悶しながら涌念へと沈んでゆ〈第9交押曲は、 るなら初めていえることであって、北祭には比校しようもない

パーンスタインの手でむしろ末知の世界ヵ憫けてさたかIT)よう だろう。パーンスタインによってマーラーの音楽は何なのかと、

なぶ望すら感じさせたのだ。そこでは作曲家として野心を燃え ここでまた新たに問いかけることができる。
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パーンスタ イ ンがニューヨ—ーク ・ フィルを＊ってから、とん

と彼の姿タ・見かけなくなったなあと思っていたら、ある年とつ

ぜん TVだったか.n安と、アゴひげをた〈わえた、まるで浦
烏太郎の里帰りのような彼の容貌に出くわして、ひち〈りした

ことがある。

てっさりパーンスタインは作ill!のみに専念して指揮のような

ン",7マン（パーンスタインにはこのK現は当たっている/)

椋菜はオサラパしているのかと思っていたら、それがそうでな

くて、相変わらずア9リカ仕込みのお尻ふりふり、カエ）頃牧ぴ

パーンスタインという名は、もう瓜々しいというよりケバケ

パしい指揮者という固定親念を抱いてしまった。

このあと、あの乃ェスト ・サイド ・ストーリー」という映

曲が対切られ、その友人にいやがる手を引っ張られて、大阪の

OS劇場に観にいった．

スクリーンは柁中サイズだったかンネス..,,ごったか忘れたが、

チャキリスを卜人公とする不良グ1c-・プが、指をパチンパチン

と嗚らしながら、長い開をスクリ ンいっばいにのばすのを見

て、ぴっくりしたのを覚えている．

ドタンパタン発汗過剰気味指揮法で、ヨーロッパ楽麻を1船捲し 脚の長いのは、ゲーリー ・クーバーや、ヘンリー ・フォンダ

ていたらしい。 のカウポウイぐらいだと思、っていたのに、この若造らの脚の長

活は脱約するけれど、カラヤンがアメリカに牛まれていたら いのには鵞かされた。

どうなってたたろうなあ、などとよく与える。 脊楽がぽくの様いなジャズつばいのにもかかわらず、非常に
カンム ＇，

おそら〈カラヤン専用の冠用語になっている「帝£」は存任 愁勁させられた。ナタリ ー ・ウ，ドか歌うところの「I feel 

しなかったと思う。アメリカはプルジョアという＠柄扱はあっ μrelly」は、とてもチャーミングでいっべんにパーンスタインが

ても、廿族というR階級がない。多民族で成っているアメリカ 好さになってしまった。

式の、柚ーダ,1民主主義の前には、いくら策七カラヤンでも手が いよこの稿を吉さながら、先H発.,しされた「ウエストサイド」

出ないだろう。 のパーンスクイン指代の令1111位を CDでさ＼ヽているのだが、キ

それに番いけないのはカラヤンはなんたって昭い。人をい リ・テ ・カナワ、カレ ラスの当代随•のオペラ ：1sf, 起用には

っL見下ろそうとする性格は、ヤンキー魂をカチンとさせる。 少し凝問々 持つ。

まあせいぜいしこたまお企をltj'め込んで、興業キになるのが この曲はミ1ージカルであって疇オベラ歌fのピプラー トの

衿いっぱいだろう。 さいた歌喝法は返って、粍和感を与える。英語の発音もどこと

ついでにレニーじゃなかった、パーンスクインが （レニーと なくアプナカシイ。光れることを与えての歌手起用なら、何を

か、レーガンのロンとかいった愛称は嫌いである。アメ リカの かいわんやだけど。

軽消さを暴露しているようだ）ヨーロッパに生まれていたら、 1よくはバ ンスタイン、二上ーヨーク・フィルの演奏会を過

焼舌と多角才能が災いして、これもドサlol'Jの興業上で終わる 去二度みるチャンスがあった。

だろう。 そのうちの何は、奥さんが急納とかで来n直前になって、

（お万い牛まれるぺき国に牛よれてよかったというものだ） パ--ンスタインが米れなくなって、別の指揮行が立った。それ

ぽくがはじめてバーンスタインに出会ったのは今から30イ「以 でばくはいくのを止め,•. 

上も前の、中学生から高校生になる頃だと想、う。友人の持って -.1口l目は、たしかマーラーの 1三人」を聴くことがでさた。

いたシコスタコヴィチ r交特曲第5番」のレコードだった。 拍手がなかなか嗚り止よな〈て、（アンコー！以,,あったかどうか

この頃のウプな少年の感性に、力まかせにぶちかましたよう よ〈'rtえていないが）、’袋貝を舞台から退場させて0分ひとりj,J

な強烈なサウンドはシコック／ごった。 度も罪台に現われた。そして自分の腕時計を指定しながら「も

ば〈の記憶ICまちがいなければ、たしかレニングラードのラ う遅いからカンベンしてくれ」といったゼスチャアをしてみせ

イプ鈷~'じゃなかったかと思う。 たのが印象に残っている。

どういう濱奏だったかというと、これがよく貸えていない。

人変な熱気がホーJl.-'.匂本に立ちのぽっていたという空気だけは

鮮明に記岱している。

シロウ ト耳で断定しかねるけれど、パーンスタインは、その

場の稔衆とオーケストラを盛り t-.げる名人ではなかろうか。一
樟の樅朕術効果を作り出す虚術を心得ているのでなかろうか。

だから必然的にレ 9ードよりもライヴでのバーンスタインの

方が、彼の魅力を 1分に出せるのではないだろうか。

以前 FM放送で、ベートーヴェンの弦楽四屯奏曲第14番嬰ヽ 、

短を、ウイーン・フィルの弘楽合奏で耽いたことがある。全

曲通してスローテンボでいくものだから、退屈挫まりない。パ

ーンスタインがペートーヴエンのりク楽四項奏曲の中でも霰高{,,-

に屈するこの難物をあえて弦楽合奏に糾曲した、彼の、紅図が

よく分らなかった。

ところが、これしもし現場の演奏会で聴いたとしたら、この

スロ・ーテンボと合突は彼放の作法で知らず知らずのうらに、｛光

惚境へ引さ込まれたかも知れない。

さてこれからパーン又タインは、どこへいくのだろうか• /l, 

ネ・ノサンス型Jj能人（シコ・ーンバーグ＝「偉人な指揮名たち」）

は、結局創造の完枯をみないで、もっと分り易くい又ば、どれ

もこれも80点90点の、 1蔓秀な成績てプゞLを終えてしまうよう

な、そういう危惧にとらわれる．

「タヒんでしまえばおしまいよ 」のストコ 7 スキ •の-.CT!屈いを

踏んでもらいたくない。

カラヤンのように死後の名戸を不動のものにしようと、「n
伝」にまでプロデコースするといったアン ・フェアな..:とはし

て欲しくない。

ぽくはパーンスタイン・ファンにしては、そんなに沢illのレコ

ードを知っているわけではない。彼のマーラーの第2交押曲の

「復活」は今でも最在の油奏Iごと信じているし｀中学昨代に聴

いたシ 3スタコヴィチの第5父浮rtliも．歴史的名槃だと思って

しヽる。

作曲の方では．「カンディード」序曲、「ミサ曲」、第3交郭曲

「カディソシュ」ぐらいしか聴いていない。

やはりこれもシロウト耳でいわせてもらえば「ウエス ト・サイ

ド・ スト"リ--」を凌いでいるとは、とうてい思えない。

パーンスタインのそ質は、 ミュージカルとかオペレッタとい

ったしゃれのめす柑界の方が向いているような気がするけれど、

専門筋の見）jはよた別かも知れない0

「指神」と 「作曲」の二者択を追よったらパーンスタインは

どちらを選ぶだろうか。

ともあれ、今阿のイスラエル・フィルとの来Hは、その辺の笞

えを出してくれるかどうか、今から楽しみにしている。

ついで＇（こ玲* l .t I; 巧 L方 k>,._ 

/4',1 -'、
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この 7月48、アメリカのインデペンダンス・デイの晩。私 ナ・ード ・パーンスタインそのひとを象徴でさている……だから

はたまたま．サンフランンスコのホテルにいた。ゴールデンゲ 彼はこれ<・85年の日本へ提出するのたこと。

イトの名物花火も見ず、何気なく部犀のテレビをひねる。公共 ＊ 

放送チャンネルからいきなり、月になじんだ 『ウェスト ・サイ いうよでもな (WSSのオリジナル邸は、 57年に初演これた

ド，ストーリー』プロロ グの旋律が飛ぴ込んでさたしゃない ハーンスタイン作曲のス-f・.J・ミ ・L ーンカルである。尤も私

か。おや？ クローズアップされた指揮者は、采せるかなレナ たちn本人は最初にこれ々 、 61年封りの映画 『ウェスト・サイ

ド・パーンスタインである。特徴のある白炭。水王の汗をあ ド物語』のかたちで知党しい泊航も為杵も自山でなかった,,.,

ふれさせた顔瓦高く大きなり,IIよいよいよするとく見える。しわ 時、現場アノリカで媒台を伐ることなど想像の11かの奇跡的(jlj

もふえた表情は、いささかフランスのルイ ・トC'7ュネスに似 外たった。 II 本人がオリジ＋ルを n 本のJ.1•台でパフォーマン ス

たなア、と私は思わぬ対向に突拍 ,..もない速忠を弔•印像した。 てきるようになったことなと、あとのあとの品である。

-i, 郡ワシントンでの独寸ふじ念日祝買、野外大演＃会の実況 私は今も節lf1に、第!I口1試写か以前の大きな究J也，末点劇It

針画なのであった。 でおこなわれた朝を記ti;、している。ガランとした北j内、ソール・

戸））のワシン I・ン市民が、 Tンャツ姿で芝生の人広場を埋め パスの鋭角的なタイトルにダプってニコーJ クの韮(,俯嗽が

つくし、後棄にはクルマも走り同る首都茶観の人気のなか、岱 映り出し，乾いた弱古ヵ弔枯クはじくユニゾンをピッチカー トみ

弦楽のPl¥に囚酔している。デリケ トなピアニシモなど味わ たいにシンコベイトさせてくる。その閥間の衝叩から、介紺を

うぺくもないだろう巨大トポスだけれど、ふしぎにrウェスト ・ 観おえ、アメリカ・ミムージカル観が一変して栄然と声もなく

サイト・ ,ストーリー』は、 i孜妙な弱音まで含むのにグサグサ受 した三原橋のうえの私よで、切れ目なく思い出す。 一緒に見た

け手へ突さ刺さるダイレクトな迫力が、このシチュエーシコン のはミュージカルに凸ったけの災人ラジオ ・ディレクターで

にこれ以 じふさわしい楽曲はあり得まい、と息えるピ／タリの ，．，…といったことはモウどうでもいいが、巾のなかてそのひと

衝撃効果と品得力を生み出してゆく。「アノリカだなぁ、アメ＇ に、自分は今、ここまでのミュージカ）凶央画を令否定したい気

力 fふ—私は咬然と，ひとりナシコナル交特楽団を指揮しつ 持ちにかられてる、と 1・1状したのは現在なおそうだから、忘れ

づけるパンスタインの内服,,踊りを、プラウン管,cみつめ通 ることもでさない。

した。 H楽も、風景も、聴衆も、指揮名もでかでかと強烈なア 勿；；；；、映画り-~スト ・サイド物語Jは、振付のジェロ ム

メリカである。 ロピンス．益仔ロパ ト・ワイズを含めてのl渕紺片品である。

むろん9月にレナード ，バーンスタインが米Hし、イスラエ ftrtt1パーンスクインひとりを云々できる什品ではなかった。特

ル ・フィルで rウエスト ・サイド ・ストーリー』を振ることは 1こWSSの場合、,.. 1こうのクレジソトか ＇この作は；；ェローム・

知っていた。だからこそ一層、 U前にJ伐開しだした演奏に聴き ロピンスのコンセプシコンによる」ことを強調する配慮は、く

耳も立てたのだ。聴きながら気づいた。これは十断をal正しな どいと祢していいくらいである。

ければ、と。 しかしこごぐ、 1nぃ殻,,破壊の向うから切り裂くような鮮烈
日本公演のレパートリーに、バーンスタインは rハリルJ"' な発光か届いてき、その光の原点に音楽家レニィが什在したこ

FILL、自feとしてこグ）rウ9 スト ・サイド・ストーリー,1以下WSS) とだけはまざれない実感で、その音楽あればこそ『トゥナイト』

だけ選ぴ出じている。おそらくこれが、穀這（谷な，笞未で彼の のパルコニー絶賠も、ジムやガレーンの名ダンス ・ンーンも生

ボピュフリ 7ィを代表する一曲にはちがいないか、それ以卜に まれ得たことは明々白々であった。以降四半世紀、粘局レナー

WSSの4'):[は、これが「アメリカ」をシンポライズでさてるこ 卜＇，パーンスタインは rウェスト ・サイド，ストーリーJ にお

とにあるのではないか。いや、それによってこれは同時に、レ いてミュ・ゾカルを、シンガーが一点に止って歌うオペレック

から、群（象が令体で勅き踊る肉体行動のダンス媒休へ変えた

それによってミュージカ叫よ時代という「街」へ解放され

た、という評価は歴史のなかに定芍した。今アメリカ ・ミュー

ンカルはよくもわるくも 『フォーティセカンド ・ストリート』

流レヴィユーに1,1顧(Jりな洗紬をとげている．それでさえWSSと

いう水源がなかったら（つま り戟前・戦中，凋の、ドビュラー音釈

観だけでは）生まれ得なかったろう流れであることを、痛感す

る。

そのかんWSSはレコードの世界でも、ミリオンセフーとなっ

た映画サン I・ラ盤を頂点に特哨すべさ歴史を作ってきた。「特

宅」のひとつは、少なくともこのオリジナ）ヴ和ヤや映l曲関係の

槃I'..パーンスタイン自身の指揮による演奏がみつからない現

象である。

パ・・ンスタインが自身.IVSSを指揮したレコードでは、私の

知るかざり、揖台 ・映画から離れた2つ力印象的である。ひと

つは今同の公浪と l•l じ 『シンフォニック ・ ダン心という /fl..'f

のWSS(二↓ーヨーク・フィル演奏のCBSソニー盤。紺IIりはレ

ご 1と、シド ・ラミン、アーウィン ・つスタルの共作）。もうひ

とつは船む出た、キリ ・テ・カナワとホセ ・カレーラスがうた

うオベラチック・スタイルのwss(紺曲は同じ 3人）だ。
私はこれを、弔快な示唆と受けとめる。作曲・求レナー ド・パ

ーンスタインにとってWSSはたしかに、ステージ・ミュージカ

ルであり映画ミュージカルであるにはちがいない。が、指揮者

レナード ・パーンスタインにとって、この作品は リズムの父袢

詩であり、同的にオペラに近いカントの対象である、これら2

演奏はこの傑作のいわば音楽収1度の熟点を問わず語りに告白す

るからである。このミュジカルのアリア（付Jナンパーには、通

常のミょージカル歌手では来り越えにくいソプラノの商音があ

る．と百われつづけてさ、その共点をレニィはひとつ、テ ・カ

ナワの歌叫て社現できた。

が、更に重要な焦点はシンフォニック・ダンスにある、と私

は信しる。なぜなら、 WSSが本烈とするのはなによリ甘在性で

あり、廿在を前進への動きに咲集してとらえる踊りの行動）Jこ

そ、またレニィ 自身の本質だからである。作曲家にして指採む

ピアニストにしてTレピ大衆までへの存楽啓索家、というレニ

"' " 
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ィは、屯にヴァーサタイルな多芸ミュージシャンではない、音

楽のグランド・トータルマン~ しかし彼

の総合は決Lて過1,を決サするそれではない。尖体は「開拓」

であり、そしてWSSが音如剖として踊り・歌う肖春竹も、じつ

は開拓というテーマが底でユダヤ人レニィを突き勅かすからこ

そ踊り出てくることを、稔き洛すわけにはゆかないのである。

この作の永続性は元のシェイクスピア悲制にあるのではない．

『ロ ミオとジュリエット』を枠に、若者の秩序破壊力は永遠で

あることを尖証しつつ、パーパラスなエスニソクこそ明Hへ(J)
新開払の権利l名、その社い向う見ずどうしの序擦や錯娯、そし

て愛と知忠による尺質エネルギーの止楊にしか、アノリカにも

世弄にも未米の活竹はありはしない．その激しさ厳しさを彼は

嗚らす．それが同時に 1音楽アメリカ」百春のイコンを創るの

だ．

独立記念 ~(J)ワシントン洞奏回、レニィがとりあげたもう一

つの自作曲は、アメリカ詩人13人が祖国に想いを寄せた詩、(,/,

色エスニックのも痛烈な批判の作もあったが）そのつつを

愛.e.と受鋲に朗,nさせ独,n・合,nとオーケストラでうたいあげ
てゆくカンクークだった。私はこのひとレニィの姿勢に感助を

受けた。ナシ aナリズムではない。音楽は人をも凶をも木釆ヘ

動かす、本気でそれ々信じ、それをH分のトータルて実現しつ

づけることにためらいをもたないオプ・Tイミスムー一その姿勢

の明るい若さに感動があった。

rウェスト ・サイド ・スト リ 』にはその打が28'回りりつ

づItている。シンフィニ Iク・ダンスには、と (Iこネアカに。

私たちはここに悲刺の感拘を屁〈のではない。

LE□ NARD BERNSTEIN 
バーンスタイン／イスラrJレ•フィル来8記念盤
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近未米ものの SF小説を盃んでいたら、パーンスタインのr;i lo! じインタヴュ•で、パーンスタインは本‘りにマーラーに親

作」というり）が出てきた。 SFとはいえついぴっくりしてしまっ 近感を持っているとi行っているが、その理由として学げている

た。晩年の巨匠が残した傑作なのだそうた。きっとこの作名は、 中に、なるはどと思うものがある。

指揮者パーンスタインの光力蒋らいだ後になっても、 作曲家パ 「マーラーは作曲求で指拌者、コスモボリタンでIll含者だっ

ーンスタインは不減た、と信じているのだろう。ちょうどマー た。私も作曲家で指揮む、アメリカ人でi'II茫的に」と合ったあ

ラーのように、やがてそうなる nが来るのを確信しているので と、こうつけ加えているのである。

ある。 「そして音楽が分裂状態なのを理肝している。私はマ ラー

マーラーの時代、人々は作曲家としての）Jを、指揮者として に升常に大きな親i引tを感じている。もしかしたらわれわれは．
の)Jほどには科く買わなかった。作曲にM出すマーラーを、も らょっとだけ柄神分裂紅なのかも知れないj

っとオペラの指揮をたくさんすればいいのにと．苫々しく，忠っ 分裂状態というのには、い（つもの恋床かあるだろうが、マ

ていたわけだ。 jiijとよあ耳の忠い人たちばかりたったんだろう ーラーの守楽と、そしてパーンスタインの音楽を忠い浮かぺる

と、当時の稔衆に股をす．てる人は、でもあまりいないはずであ Fけで、そういえば・・・・・・と納得してしまう。

る。その気持ちはよくわかるな、という〈らいのもの。 通1谷的旋律の出現に悩んでフロイトり）しとを訪れたマーラー

パーンスタインは作曲に専念するために指揮活動を一9利巾断 については、今さらdうよでもない。ではバ・-ンスタインの曲

したとさなど、,iいもが、作曲などいいから、あILを指揮して欲 がどうなのかというと、 flけないくらい分裂的ではないだろう

しい、これも指揮して欲しいと．屈かぬ占とは知りながら、わ か。

めさたてたものだ。たとえば（トリスタンとイゾルデ〉の演奏 たとえば「ウエス I・ サイト物語］。ジャズを取り入れた、ガー

カ溌六されると．（指環〉はどうした？ いつ採るんだ？とゴ シコイン虹糸みたいなところがある。 1、ニーの歌う「マリア，

い、ついでにイタリアものだってまだいっぱい残っているのに、 やトニーとマリアの「トゥ1イl・Jなどは、確かに旋t罪りには

などと恐痴を並べる。時代が変＇） ．マ..ラーが占典になっても、 すぐれているが、 -0.¥-11: 廿のミュ ジカルに出てさてもおかし

稔く方は大して食ってはいないのである。 （ないような歌Iご。決闘に向かう場面の「5直II凡ときたら、

後世に残る1捻作をものしてもらいたいと願うのでなく、もっ 実に緻油な声の扱いで、ミューンカルでこんなことをやっても

とたくさん指揮して欲しいという、竹ない馳衆のひとりとして、 いいのかというくらい、本格的である。およけに乱何気ない

開き直ってしまうと、これはあたりまえなのだと思う。あのマ フレーズでも、 fのこんた、牛半"1な歌Fには歌いにくいしか

ーラーを睦いて、リヒャルト ・ンュ I・ ラウスももっとやって( Itがしてある。やたらに転調はするし、もしかしたら「難解j

れと1t文したくなり、 <I・ リスタン）を聴いてワーグナーを全部 なのかと思ってしまったりするところもあるのた。

恨らなくてはならないと息い込む、そんな気にならない者が、 分裂的だったら必ずひどい結果になるとは限らないのは、す

一体いるだろうか。後世の人には気の毒だけれど、今ぜいた〈 でにマ ラ が証明済み。とはいえ、これよで聴けた、映画の

がしたいのだ。 サントラ盤などの「ウエストサイド，では、分裂的なのは、弱

バ..ンスタイン自身はこういうやっかいなファンにさんざん 点とまではいかないにせよ、且につかな＼ヽわけではなかった。

手を焼いたと見え、スター指押者などと呼ばれるのが様で、 g I: ころが最近評判のパーンスタイン自身による「ウエストサイ

分はバスボートにそう杏かれているように「音染家」だと見ら ド」となると、 一見相容れない、混乱に近いような 「分裂状態，

れたいと述ぺているけれど、なかなかそうはいかないだろう。 がひとつのるつばの中で溶鮒~して｀その活)J と熱気が、積極的

つらい環境で作曲を絞けたマーラーの気持ちを、パ・ンスタイ にも楽の魅)Jを作り上げている。

ンはきっと痛いはどわかっているに違いない。 指揮名パーンスタインは、いろいろな曲でその黙~（ぺさ））を

兌採するのだけれど、自作となると、その能力とはまた返った ものが、マーラ..の分裂と共吟しているのである。マ・ーラ..が

面力現われてくるらしい。つまり、音楽の分裂は作曲者の分裂 早〈も悩み、パーンスタインが1よっきりと意識している分裂の

で、それが分裂のよよ不，思澳な潟和を保っていられるのは、一 病は、時代を深く侵触しているのだろう。パーンスタインの自

身1・それを引き受けて生さている作曲者自身の濱奏にしくは無 作自演に、共感してしまう1'幸と、共感できる幸船が、すぐに

いということなのだろう。 も手に入れられるのである。

作曲家自身の演奏というのは、 1111そのものの出米只合をホす

のが主で、別のすぐれた解釈者よりもつよらなくなってしまう

J易合が多いのだが、少くともこのrtllでのパーンスタインの油奏

は違っている。

それなら、「親近性」のあるマ ラ・の場合も、きっと同じよ

うに「すばらしい分裂」をホした自作n油を行っていたに達い
ない。残念なことにマ・ラ・•の自作H演はよった＜記幻に残っ

ていないが、 ICとえ浙片なりとりもいてみたい。あれだけこよか

い指示をスコアに占さ込まずにはいられなかったマーラーのこ

とだから、いかに打能でも他人には難しいのを知っていたはず

なのである。

もっとも、当時の人々には、マーラーの自作日演よりも、マ

ーラーが指揮するペートーヴェンやワーグナーの方がず・っと好

まれていたわけで、それもよく理鮒でさる。そして、自作のち

よっとおかしな交秤曲などよりも"-派な名曲を指揮してもらう

方がいいな、と息いつつマーラーの交郭1111の演奏を聴いて、後

世になってこの演奏を断片てもいいから聴いてみたいと顧う名・

も出て〈るだろうと、かすかな予感を抱いた人がいたかも知れ

なし、0

指揮れとしてひっぱりだこのパーンスタインも、自作となる

と大変少ない同数しか指揮していない。そして、それを惜しが

る向きはあまり多〈ない。ても、マ ラーーのn作日演をを聴い
た、当時の聴衆のことん考えてみると、後批には……などと無

駄な忠いをするよりも、今この自作自演を聴く克ぴを味わって

しまおうという気になってくる。

マーラーの「分裂」は l•I時代人にと って理鮒し難いところが

あった。けれども、キいにも、（というべきか不平にもというべ

さか）パーンスタインの＇分裂」は、われ われの理解を絶して

いるわけではない。すでにマーラーの活楽は強い支持を得てい

る。ただ,:;がたったからというだけでなく、おそらく時代その
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196呼厳しいオーディションを経てIPO {イスラエル ・フ

ィルハーモニック ・オーケストラ）に人団し、以後約8年間伍

籍した。 年問定期演奏会!64fill、その他特別企画の演奏会、イス

ラエル7cスティパル参加、外国j貨於旅行等々を数に加えれば

200公演を越える。正期演岱ノ＇）ーズが変わる前 4II問はリハ

サルと夜の演奏全 (r,11;寅は夜8時305)-) とで指揮者 ・ソリスト

が党にポなる。朝の練西ではズーピン・メークとアイザソク ・

スターン。 lolしHの伎の演奏会はレオナード・パーンン上タイ

ンとアイザ・ク ・バールマン、といった具合である。このオー

ケストラは、杵迪 i~的に考えられる 3ーロッパ的とかアメリ

力的といった慨念からは全〈巽質なh打である。というのは、

イスラエル建国以前から世界各地から対って釆たユダヤ音楽家

の集まりで、 i:にロシア系、 ドイツ系、アメリカ系、フランス

系が主体である0 40年程前にヨーロ・1バから帰ったユダヤ人音

楽家力甚ってトスカニーニとヴァイオリン奏者、フーペルマン

を中心にして出米たこのオーケス I・ ラの中には. [U界各地から

一流ォーケストラのト・ノプメンパーが集った。私がI.P.0を去

る曲年 (76年）まで：旧数年問メンパ・ でいたホルン奏者（ソロ

モン ・ホルスト）は、フルトヴェンクラ一時代りy勺レリン ・フ

ィルの第一奏者であった。（その問トスカニーニのN.H.Cォー

ケストラ甘府の仕乎を1lfrっている）この様な経歴を持・9た者は

他にし沢111いる。しかし近年、イスラエルで生れ打ち（サプレ

澤さの璧

という）、音楽教行をイスラエル同内で受けて入団する若い奏行

か増え、当然オーケストラの廿も変っていくが、良く知られて

いるようにユダヤ人の弦楽諾奏行の演奏技術は極めて,:,;く、オ

ーケストラの主役をなすヴァイオリン ・セクションの響さは．

特記に値する。時々乱暴1:も聞こえる底深い弦楽器の嗚＇）は、

世界に叫一無ーのものであって、他の何処のオ ケストラにも

無いと思う。一祐に演奏していて行筋に戦りつが走る。さて．

今夜の指揮者L.パ..ンンュタインはレニーの愛称で親しまれ、

何かしらいつも特別であった。何が特別かと例記する弔は雌し

いか、あえて云うならば奇跡が起こっていたと思．えるのである。

L. パーンシュタインの音楽がすぺてそうさせたと云えI.fl簡単

であるか、私にはI.P.0とパ ンンュタインの何とも云われぬ

人問、人棟的なふれ合いが起こす視象の様な気がする。彼の指

揮は通常の4分の4とか、 8分の6といった指迎法からはf出登

い。そうした見方から見ると彼の指揮を見るのは困難極まりな

い。彼の体が動く、奏者が演奏するというだけ・・・・・、両む．の問

に通う且いの心の歌が約になって……、これ以上苔くことは

私には難しすざる。私がイスラエルを去る時．丁度I.P.0と彼

のフェスティパルか始まろうとする 4月の卜句であった。私の

r,Jを抱さ「ヨシ （私の愛称） お前もか．．．．．」と一月何か哀しそ

うに占った半が忘れられない。

（チェリスト・東京アーティスト合奏団代表）

イスラエルフィルを1廿界の悦菩大使とすることは削設打プロ

ニスラ7 ・フーペルマンの夢であった。

そして結成第 i回の演奏会から 2週問を経ずしてォーケスト

ラは初めての国外公演の地エジプトヘと出発した。トスカニー

二がタクトを振った。

フーベルマンはイスラエル ・フィルを、中束仝＋．にも楽を届

ける機動}!のある団体にしようという柑想を持っていたロエジ

プトやレパノンヘは何同も出掛けた。戦時中、 オーケス トラは

この二国とパレスチナに駐屯する同盟L!1の兵十たちのために

168回にものぼる演奏会を開催した。しかし1945 46年のシー

ズン以後は、地域的な政治情努の緊強のため、 i出済諸国での公

演活動は中止せざるを得な〈なっている。しかしオーケストラ

は再び文化交流の叶能となる Hが米るという苧みを捨てず、そ

の音楽がエジプトやイスラエルの隣人である国々で歓迎される

nは遠〈ないことを副っている。

没立当初から活発に国外での活動な・開始したこのオーケ7、ト

ラを ＇・イスラエルの最も優れた外交特使＂と称したのはアノリ

カ大使モーネ ・B・ディヴィスであった。

1951年、オーケストラは大規模な囚外公演旅行の第1回とし

て、アメリカとカナダヘ出掛けた。クーセヴィッキィーとパー

ンスタインが指揮者であった。 3ーロ 9バ公演の第 1回は、

195呼｀クレツキとパレーを指揮名に沼いて実施された。 1960

年には初めてのIり界一周公演旅行を耽行し、フランス、アメリ

力、カナダ、メキンコ、 H本、インドで演奏会を行った。この

時はカルロ・マリア・ シ·~ リーニを首席指淋者、ヨ ゼフ ・ク

リノプスK・客貝指拌者、ゲイリー ・ペルティ こ二を副指揮名に

迎えての公演iK行であった。 1966年にはメータ、 ドラティ、エ

リア7 ・インパルと共にオース I・ ラリア、ニュージーランド、

却どで公演した。

六n戦争の後、オーケス 1・ラはイスラエル非常某令のために
念きょ北米1ヶ月の公演旅行を敢行し、 If;/;呻で21回の公演を

行った。

1968年のイスラエル建国201.¥1年記念ii'市の問として !PO

は英l •Iへの公演旅行を行い．帰跨ウィーン音楽祭に参加して 3

回の演＃会列rった。

1969年、イタリアのフローレンスの五月畠楽然への参加依頼

を受けたのを機に、同年6月イタリア各地にも足をのばした。

1971年にはナーロッパのほとんどのヤ要音楽祭に参加。ザル

ップルグ、ルツ3 ルン、エディンパラ、ベルリン、 7ラング

ス、ストレ・ーサ、ヴェニス、ロンドン。指揮者はメータ、クリ

＇プス、ケルテス。またソリストとして はアルトゥール ・ルー

ピンシュクイン、ダニエル ・パレンポイム、ユーディ ・メニュ

ーイン、ビンカス ・ズッカーマンを招いた。

ズーピン ・メータの指揮のともに197筑こ、南米公演に出たイ

スラエル・フィルはその総合的な力を発押した。それに税いて、

メキシコ、アメリカ、カナダ、イギリスと、かつて成功を収め

た十．地を再び訪れた。アルトゥブレ ・ ル• ピンシょタイン、グ

レゴール• ビアTィゴルスキー、イツァーク ・パールマン、ダ

ニエル ・パレンポイムのほかオーケストラのメンパーもソリス

I・ として共浪演Hにはイスラエル人作曲家のものが2皿組み

入れられた。

Jム・キプ,_ル戟争（贖罪n煎'f,)の後、 !POは炎国とオラ

ンダヘ親善公演に出掛1れ特にオフンダ人のX援に感謝の意を

大した。

1974年は南北向半球ヰ功れる年となった。まず8月に南アフ

リカ ，シオニズム同盟の土催ではしめての南アフリカ公演を敢

に'"'年さらにユダヤ支揉連合会の後援により、新1「キャンペ

ーンの主要行1j,としてアノリカでの演奏を行った。

1975年にも 2面lの国外公油,.行った。 tずアルトゥ・ル・ル
ービンシュタインをソリストとするロノドンでのガラ ・コンサ

ートを含む炎国ツアーであり、ロイヤル・7ィルハーモニソク・

ソサ工Tィの後援を得て実施された。ロンドンのあと｀オーケ

ストラはヨ ロ 9バで 2 同の演券会を行っ f•。ひとつはビンカ

ス・ス万カーマンをソリストに迎えてのジュネープでの演呑会、

他にはアルトゥール•}レーピンシコタインを‘ノリストとするバ

,, でのもので、これはフランスのワイツマン ・インスティテュ

ートの後援によるガラ・コンサ・ー トであった。

同年の頁、ヨーロ 9バ各地の主要7iスティバルからの招き

に応えて再びオーケストラはヨーロ 7バを訪れた。ザルップル

グ、ルツェルン、エディンパラ、ペルリンと同る問に途中コベ

_
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ンハーゲンとスウェーデンでL演奏会を行った。またドイツの

6~ 呻，スカラl'i!での3回を含むイタリア5回の公演を行い｀

ウィーンのムジーク ，フェラインで油兵旅行をしめ〈＜った。

ォーケストラ自体にとっても、音楽亡抒ズーピン，メ クにと

っても、また吝演のソリストにとっても人さな成功を収めるこ

とのできたツァーであった。ソリストとして参加したのは、ア

イサノク ・スターン、イツァーク ・バールマン、ジャネット・

ペーカー、フィッシャー＝ディスカウ、ダニエル・ベニャミー

二、ユリ ・ピアンカ、アルフレッド ・プレンデルであった。

197辟夏、アメリカ建囚21111年祭に、 IPOはイスラエル1,1・求

の代よとして派遣され、カナダでの31°1を含む23都市28回とい

う、アメリカ横断公演旅行となった。指揮は 2回を除さすべて

ズーピン，メータであったが、ワンン I・ ンと二 1ーヨークでの

屈後の2回1よレナード ・パーンスタインがタクトをとった。

このはか、アイザソク，スターン、クラウディオ ，アラウ、ヒ°

ンカス ・ズッカーマン、イツァーク ・パールマン、ハイム ・タ

ウプ、ユリ ， ピアンカ、イ ~7 ィム ・ プロンフマンらが吝演し

た。

親苦大使り）任を負ったオ・ケストフは．各都市で、よた南部

や中西部の大学でのホールで満Hの聴衆に迎えられた。ニュー

ヨークでの品唸演奏会はアメリカ ・イスラエル文化財団の年次

の甚金寡集活動の一環として同財団が後扱した。またシカゴで

もニコーヨークの場合と l•l様に同財団はその会貝と会友の前に

その常日頃の支援の実りを；ll明し、楽しんでもらう機会を提供

したのである。

1977年の夏、オーケストラは再ぴヨーロ・／バに出掛けた。ズ

ーピン ，メータ指揮によるフランス ・オランジょのフコスティ

バルを皮切りに~ レナ ド・パーンスタインでオーストリアと

ドイツ、メータによるスカンジナヴィアi岱；；、そして骰後はフ

ランダース▼ フェスティパルと、パリのパレ ・ド・コングレで

のコンサートをメータの指揮により行い、 6週間のツァーを締

めくくった。

1~7研は丹ひ速い国へと出掛ける年となった。オ＊・ストラリ

ア放送協会及ぴオーストラリアの IPO友好協会の土催で実施

されたオーストラリア公演は、アデレ← ド・フュスティパルも
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含めて人さな成功ん収めることがでさle.6月、ズーピン ・メ

ータの率いる IPOはイスラエル独V:30/月年記念コンサートで

演奏した。同コンサー トは、ソリストにアルトゥーロ ・ペネデ

ッティ ・ミケランジェリを迎えてドイツのボンで開催されたも

のである。

しかしオ ケストラによる30li;J年記念のキ要行ポは、 8月の

南北アメリカ凡免の大旅行である。アメリカ（ワシントン DC

及ぴ二土ーヨーク）の演奏会はズーピン ・メータとレナート‘

パーンスタインが指揮をし、メキシコとプラジル（リオ ・デ

ジャネイロとサン ・パウロ）ではエドワルド ・マータ、エリア

7 ・ インパル、ンャルル ・デュトワが指揮台に立った．参加し

たソリストは、ピアニストのアリシア ・デ ・ラo--+ャとイェ
フィム・プロンフマン、ヴァイオリンのイダ・ヘンデルとシル

ヴィア・マルコヴィンチ、チェロのミーシャ ・マイスキーであった、9

イスラエル・フりゆ不拠地'"マン記念

197呼、ヨーロッパので名音染祭に参加した。よずザルップ 19804'夏、ス＾ピン・メータと共に南米公演に出た IPOは、ラ

ルグに行さ、パーンスタインの指揮により、プロコフィエフと ウコル、ベートーペン、ウェーパー、ヴィヴァルディ、ヒナス

メンデルスゾーンの親しみ深い曲によってコンサート旅行の岱 テラ、リスト、チャイコ7スキーなどの作品を濱奏した。イェ

を開けた。同し1ll1FIをミュンヘンでも演奏し、ここではレコー フィム ・プロンフマンとイラン ・ロゴ7がソリストとして加わ

ディングも行われた。続いてズーピン・メータが半いる !POは った。訪問した都市は、モンテヴィデオ、プエノスアイレス、

ョーロ／パの主要都市を訪れたが、その中にはラ・／プランドと サンバウロ、リオ ・デ・ジャネイロなど。サンバウロの大学構

フィンランドの首都や、ロイヤル ・アルパ--ト ・ホールでのプ 内で行われたコンサートは特に郷沫深いものであった。

ロムナ-→F・コンサート、ミラノのスカラ限での演奏会も含ま 198研；5 6月。メキシュアノリカ、カナダ公演。この公

れていた。合計旧都市での27回の演奏会はそれよでを上1°1る成 演旅行中哨ーの3- 口 9バの部巾であるポンからスタ トした。

功で、聴衆も熱狂的に涌いた。参加ソリストは、アイザソク・ 指搾］よパーンスタイン。税いてメキシコで6回、アメリカ（ヒ

スターン、ダニエル ・パレンポイム、ナィートリッヒ ・7ィッ ュこーストンとダラス）で2回。フルし 卜のランサム・ウィルソ

シャー・ディスカウ、アンネ・ゾフィー・ムター、シルヴィア ・ ンと !POのヴァイオリニスト、メナヘム・プラアーがソリスト

マルコヴィチという華やかな顔ぷれであった。 IPOはヨム・キ を務めた。その後アノリカ、カナダの各地でのコンサートはズ

フール前夜にテル ・アヴィプに戻り, 2 Hllllだけの休息ののち、 ←—ピン・メータの指揮によるもので、 ミルウォーキー、シカゴ、

198呼の定期コンサート ・ンリーズを閉始したのである。 コロンパス、メンフィス、ワシントン、ニューヨーク、フィラ
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イ,OTル・フィルと , a ? ・フィルとの,a イ 9 卜 •M•J,ワート OPO飼9』白、ニュ＿ョ＿ク側,,.,

テルフィア、 トロント．オタワ、モントリオールで公演といぅ

大規校なものであった。ユリ ・ピアンカ、シュロモ ・ミンツ、

イツァーク・パールマン、及ぴオペラ歌千レオンタィン・プラ

イスのソリストとしての参加を得rふニューヨーク,hアヴェリ
ー・フィソシャー ・ホールでのズービン ・メータ指揮によるニ

上ーヨーク・フィルハーモニノクとの.J,イント ・コンサート

はこの公演旅行のハイライトであった。

1982年lO月、 !POはこの年2度目の国外公演に出掛けた。 こ

(/)時は短期のスベイン公演で、指搾はロベス ・コポス、ソリス

トを !PO団月のダごエル・ペ・-ャミーニ（訂9紺ピオラ）とハイ

ム ・タウプ（コンサートマスター）か務めた。 21,1のコンサー

トの新聞評は絶貸で、聴衆の岐かい反応も報追された。

198:F「3月のn本公演は1960'1'以来のものであった。東京、
名占足、か、都，甲1/,f.福岡、大阪の6都巾で9回のコンサート

を行った。ズービン ・メークの指揮による演券会は、聴衆の反

応からも批評の面でも大きな成功であった。批評(/)-fjl)を挙げ

る。（サンケイ新聞より） "!POは2紐渭りのとさと比ぺて成熱し

成長した。他のオーケストラには見られない成熟ぷりである。

比類のない牧の良さをもっている。完成度の高い翌かな感受ft

杞也しさせるオーケストラ／こ。"

同1983年の互.IPOl.t''fュネズエフのカラカスと、ヨーロ

バの音楽祭に出汎ヴ．ェネズエラ政府の招きてカラカスを訪れ

たオーケストラは、田民的災雄ポリヴァ の牛涎200年記念と

して4lnlがンサートを行った。のネズエウ公演を終（した

IPOはその足でヨ ロッパに飛ぴ、 8/-12411のザルップルグを

皮切りに． ミュンヘン、ルクセンプルグ、ルツェルン、ストレ

サ、―17ンクフルト、ポン、ペルリン、プリ上ッヒル、ロン 1-・

ン、パリ．フロ—レンスなど、；；；-名音楽祭及ぴナ吹都市て公if.

し、 9JI 188と198のヴェニスでの2fnlのコンサー トで締めく

くった。力うカスとヨーロ／パのすぺてり戸ンサー トは、 IPO

の音来監仔マエストロ ・ズーピン ・メータの指揮によるもので

あった。

マーラーの交秤1th3番の演奏には、はとんどの上‘要都rl;では、

国際的名たのあるすペラ・スタ のソプラノ、 7ロ レンス

キウァールが共演した。ルクセンプルグ、プリ~-,セル、及び

ヴェニスでは、 IPOの1'JIR:コンサ トマスタ..ハイム・タウフ

かソリストを務めた。ペルリンでは、ウラジミ 1レ・アシコケ

-)ーンが!POと共演、ロンドンではダニエル ・パレンポイム、

パ'Iではシュロモ ・ミンツが出濱した。

1984年5月、 .Ji.H音楽然の招さで7ローレンスを、1/JH、2但l

のコンサートを行った。レナード ・パーンスタイン指揮]・よる

2111! のコンサートは、マーラーの「こどものイ；思ゑな角笛」で、

ソプラノにルチア・ボ,・/'、パリトンにウォルトン・グレ-ン

/1,- スの参加を得た。

1984'「7II、!POは、ズーピン・メータの指揮のもと、オー

スI・ ラリア及ぴカリフォルニアヘ旅立った。オ ストラリアは、

1966年と197$'印こ次ぐ3IillUの訪問である。この時もオースト

ラリア放送との契約によるものであった。またオーストラリア

会長イスラエル ・プランクフィールド氏の指荘により献身的な

支ほと多額の脊付を寄せてくれたオーストラリア !PO友好協

会の尽力も成功の一囚であった。

パースで位を閉It.c,. ドニー、キャンベラ．メルポルン、プ

リスペーンと絞けられた12回のコンサートは、 5樟類のプログ

ラムK・lffiに演奏するものであった。ソリストにはヴァイオリン

の/iロモ・ミンツ、 !POの首席ヴィオリストで社と理平会長

でもあるダニエル ・ペニャミーニ、及ぴ才能翌かなオーストラ

リアのアルト、ローリス ・エルムスを得た。

ォーストラリア総抒ニニアン ・スティープン卿がバトロンの

中心がり/1/1であった。オ ストラリア首相 R,].h.ホ ク閣卜、

イスラエル大使Y.ペン・ヤアコプ1狙卜及びツコルマン・コーウ

ェン卿閣下もパトロンとして名を連ねた。

ォーストラリア巡i貨を終えた IPOはンドニ からサンフラ

ンンス 1へ足を（串ばし、 2'"'のコンサートを行った。またロス
アンジェルスのいハリウッド ・ポール＂では 3同の野外コンサ

ートを行ったが、そのうちの第1国のコンサートは、 1984-'Fオ

リンヒしクの開会と時を1.. Jじくしてのものであった。この時の

プログラム前半は、 1972年のミュンヘン ・オリンピyクの際に

アラプのテロリストによって命を奪われた11名のイスラエル

のス、ドーツマンに倖げられ．イスラエル人作曲家ポール・ベン＝

ハイムによる「賛歌 がi貪奏された。ロサンゼルス巾長を含む

各界の名ドや映i町・演劇界のスターカ憾衆の中に見られた。司

会はグレゴリー ・ベソクか務めた。イツァーク・パールマンが

ペートーベンのヴァイオリン ・コンチェルトを演奏。

その他、サンフランシスコではシュロモ ・ミンツ、ハリウッ

ド・ポールのマーラー第3交菩曲にはフローレンス・キヴァー

ルがソリストとして出演した。



半径拡大
DC力—ド

新しいこどを始める

自分の世界を拡げる

そんなどきDC力—卜.は

あなたのたのもしい味方

今日のコンサート

どてもよかった
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●ショッピングにレジャーに、世界の国々て共通に

こ沐1//11になれる国椋カードてす。
●みなさまの杵らしをサボートする各師サービスが

ますます充＇尖、 f/1りになる1枚てす。

ダイヤモンドクレジット株式会社
本社〒150東京都渋谷区遺玄坂1の3の2 ff03(464)6611 
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タクトがおどる

心にしみるオーケストラの響き

白いページに余韻がのこる……。

プログラム、ポスター、チラシなどの企画・割作のご用命は

株式会計束神堂 〒101東が、都千代Ill囚神lll"l'l2-14TEL03 l252)76lllffl 

ふれあい。8本流。 海外からのお客さまに充実した日本の旅850コース。

,/' 

経済）,l"-1、それとも神秘のJi:j。
II本に対する，,'「i,ttiはそれぞれてすが．..... 
心のこもったおもてなして`

叫ヽ のぶりの姿を兄ていただ(0)はいかがてすか

11,1.,,;c叫公IIのサンライズツアーは、

20年以 1.の歴史を持ち

~00/」人以 1·.0) カ・たにこ沐11111 し・たださました．，

こゾが'I'に合わせて．
II本の允実した旅を満"奴Lてlヽ ただけどす。

外1日からの人り）なお客さまは、

サンライズツアーにおよかせ〈ださl•。

Sunrise Tours 
サンラげ．ッrーは．、栂クト,,.,,,,人り）な）浴さよ"にめに
11,\.\:l•l,11. な観光地をすべて糾羅LI:バッケーHr.tiて・t

砂）ff川：よ,;:,,¥..こ砂加L・て・1:i:xso通,,如）組み合わせがてき、
ホ五.,,,.,,.,双・ガイドなどをすべて合んだ
.i ,, ラ・ティーむかなコースでr
●こ'(<'Jiよ簡'II,i<、；' ,, て・urn的..:.:( 
●、、,ケージ!Ki,なのて、おひとりてに利Illになれ、Lヵもわ卜9

●ツrー,,はとんどがi,,11屯irされており.C・ f•ri:,,;,,r,よて.., 能

た熱のお吝さよに，'なし•て·t

サンライズセンター

東京合03(276) 7777 
句日9'15-23001年中烹休）

京 都 合075(36117241
“凶りの各炒， ， 1要l~idl••••'•て只 ••titておりよ七

.. ,.,,, ,, 代.,.. 匹□日ホ交通公社外人旅行事業部
TlOl 束京私中央＂日小••1 13 I B"「l木項ヒ.,.



グクライバー十バイエルン国立管
米~5JI待望の＊＂決定I

当代の人気指揮者カルロス ・クライパ

ーが、パイエルン国立歌劇場のオーケ

ストラを平いて来日。コンサートヘの

登場はわが国ではこれが初めて，

1986年度吾楽界槌ーのコンサート。

＊詳しい責料が出来次第お届けします。

こ‘希望の方はNBSへu

バレエぶ鴻u和楽、；/j(l)IU: 界を超えた
衝撃のスヘクククル/

テイオニ‘ノス コンクール わが.(/)纏ウィーン
10/1 淋~:))賓只 10/17al:ll)大阪 1(¥/72,i,:l)犠i
10/1紐：l1l東京 10/1786:ll)大阪 10/1固：＂棒戸
10/19=.f,:ll) 東• 10m,,;: 氾 H)/1匹：砥這
l如 Sl:30夏,; 11/366: 沿東京 10/沿紐刃東R
10f<bi6:3ll大阪 11/481:I: 東京 1叩I枯：JC寛京

11/4曲：刃●,. 11/1全 .30東京
11/2'16:JO寛京

東京公演入場H:S 二 •1'°1IO,al,OOO R-'1DOOJ 
C ¥!!000D••rm,Ea'""" ●●愕績ホー,,を怜く）

ポリショイ・バレエのi't公（.
ウラジーミル・デレヴィヤンコ

特別/1¥演決定 I

12/1 I日11:3Qp.m. 東京文化会館
12/21月5:3□p.m. 東京文化会館
12/3伽 5:30p.m. 東京文化会館
入湯!;: S-¥B000 A=¥7000 B ¥6000 

C=¥5000 D= V<OOO t¥3000 

栄倅キャストで米{i-5/J Jf(II決定 I
●予定される演目

rロメオとジュリエッI・」rベジャールのタベ」
●予定される出演者

シルヴィ・ギエム、フローランス・クレール

モニク・ルディエール、エリザベット・フラテール

クロード・ド・ヴュルピアン、ハトリック・デ=isン

シャルル・ジュード、ジャン・イヴ・ロルモーほか

t冷スクーたち。
"しい●糾が出来次聾お雇""す 二＇尋望の方はNBSへ

~~~ 
財団法人日ホ舞台芸術振興会
JAPAN PERFORMING ARTS FOUNDATION 

財l的法人 II本妍台芸術似典会は、；1・入 ・舞踊をtとする灯台］濱Jの汁・I女,1,1

Lを図るとともに、舞台公術の11.[際交i允を柑直し．し ていか1,..iの；渇1;,,1r.の

柑隈し発展に・,:;りする..:とを目的として，心ヽ ・,されまし/.・

各fHJI体、公共機!RIと提携協力して、こil1'て1(1¥il個人の}JてはT・か1,,:かな

かった公術家打成北沈7)允尖ならぴI砂'、11り1月休へのj砂）、および1,1内・ It!外の

公，,1活動の,,,溌化、 1,-1序交流の1足jflなどにつとめ、依iJなから所！り17'1lll'Jをii

成tるため次のような『f,名をli'ってよ,,<)たく、広く+rn:i,グ）切女1,:、1111t!¥!1
をいたたけますようお刷Iい巾し IItます

I. 舞台芸術に1関する公演の1開催

2. 肝台送術に関する公術求及び技術行のfr成

3. 舞台芸術に関する l•IF祭交流

4. 群台芸術に関するft料の収集）女ひC,):j{t研究

5. 激関紙及ひ＇訂台必術に関する： I曲物のIii行

6. その他H的を必成するために必要な.,,史

I● 拿 ll J方 梵男

珂務l●事佐々木忠、大

常務遅● l, 畑 ℃駆 占田 .. ,.;, 

1塁 事姉小祁公阜t,UIR t.' 竹内辺繕橋1'"If冶似1(/、 1.;人

森 、台悧占l戎て郎 1,111;,l雄，＇，久勝又

に 事 人合 m<Ill北 悼

＂ 間 -;,:;f Ill― 横m;,三郎

財I・り法人 II本需台芸術扮；椋会 〒152気京耶目凪区八営5 I 201,1.(03)723 2356(代）
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来日演奏会プログラム
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